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自

次

日
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場

席

欠

席

議

出

席

説

明

員

出
席
事
務
局
職
員
・
:
・

議

事

日

程

開

会

o

e
-
-J

J

・--

議

長

の

報

告

議

案

の

配

付

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

l

e

-

会

期

の

決

定

提
案
理
由
の
説
明

議
案
第
三
十
八
号

l

'

報
告
第
一
号

J
報
告
第
三
号
、

詩
集
第
三
十
九
号

J
議
案
第
五
十
一
号

〈
内
容
説
明
〉

休

会
延

会

e

本
日
の
会
犠

κ付
し
た
事
件
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-
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議

山
川
目
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五九
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出 告書昭
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番番番番番番番番番番員役十
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十

日

金
曜
日

午

前
十
時

七五一九

一戸一一一一

七五九

時ムーー
ノ、 ニ二

五七

二

九

一
、
欠
席
議
員

一
、
出
席
説
明
員

市

長

秘

書

課

長

企

画

課

長

財

政

課

長

税

務

課

長
番番番番番
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村
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谷
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教
育
委
員
会

蛍
給
鞍
壱
謀
長

教
育
委
員
会

芸
整
課
長

監
傘
訟
哲
周
長
吉

一
‘
出
席
事
務
局
職
員

破

務

局

長

高

尾

僚

記

兵

藤

恭

轡

記

藤

谷

逮

・
て
級
事
日
程
(
第
一
号
〉

昭
和
五
十
一
年
六
月
十
一
日
午
前
十
時
開
鎌

田
程
第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

日
程
第
二

、
会
期
の
決
定

日
程
第
三
議
案
第
三
十
八
号

報

告

第

一

号

章
治
莞
龍
長

保

健

課

長

越

建

設

課

長

飯

市
民
セ
Y
3
1
H

館

長

・喧， 中

路村回回

簿
匙
時
務
商
品
民

山

ロ

教

長

安

育

回

佐

野

l
 
l
 
j
 
名間

報

告

第

二

号

報

告;三

第

号

議
案
第
三
十
九
号

正

夫雄

農
水
産
課
長

衛

生

課

長

防

災

課

長

鳩
出
壮
支
配
人

良治

男緩

重量

水
道
謀
長
兼

衛
生
課
主
幹

教
育
委
員
会

庶

務

課

長

教
育
委
員
会

体

育

課

長

選
挙
管
理
委

員
会
轡
記
長

農
世
間
委
員
会

事

務

局

長

作

啓

男

政

雄 。俄二一豊

書
属
議
佐

轡

記

轡

記

石岩野羽大汐)11 複石摺鈴石

井崎

雄稼虫B

山

房圭
太
郎

中嶋

重

義

崎

政

光

上

賢

爾

本

繁

原

斉

問木井

敏

緩哲夫

英

館
山
市
助
役
の
選
任

κ
つ
い
て

館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
継
続

技
繰
越
計
算
特
K
つ
い
て

財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社
の
経
営
状
況

説
明
裂
の
提
出
K
つ
い
て

財
団
法
人
鮪
山
市
環
境
保
全
公
社
の
経
営
状

状
況
説
明
察
の
援
出
に
つ
い
て

館
山
市
文
化
財
の
保
護
K
関
す
る
条
例
の

議
案
第
四
十

臼
穂
第
四

制
定

κ
つ
い
て

館
山
市
廃
棄
物
処
製
施
紋
の
設
置
及
び
管

漣

κ闘
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
K
つ
い
て

館
山
市
消
防
賞
じ
申
つ
金
条
例
の
一
部
会

。
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

議
案
第
間
十
二
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

κ
つ
い
て

議
案
第
四
十
三
号
館
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

κつ
い
て

殺
祭
第
四
十
四
号
館
山
市
漁
港
管
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

議
案
第
四
十
五
号
館
山
市
道
路
占
用
判
明
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

κつ
い
て

一
議
案
第
阿
十
六
号
館
山
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

一

る
条
例
の
制
定

κつ
い
て

一
議
案
第
四
十
七
号
館
山
市
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
鑓
に
凶
ナ

一

ゐ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

一

κつ
い
て

一
議
案
第
四
十
八
号
館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
ご
郊
を
改
正

一

-す
ゐ
条
例
の
制
定

κつ
い
て

一
議
案
第
四
十
九
号
館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

一

-

管
恐

κ闘
す
る
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る

一

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
議
案
第
五
十
号
館
山
市

3の
設

置

母

語

学

ゐ

号

ザ
議
案
第
四
十
一
号
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議
哨
案
第
五
十
一
号

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K

づ
い
て

館
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

開

会

午
前
十
時
三
分
開
会

。
議
長
会
口
問
勇
治
郎
君
)
本
日
の
出
席
讃
員
数
二
十
九
名
、
と
れ
よ
り
昭

和
五
十
一
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
、
笛
ち
に
木
目
の
会
議
を
開

き
を
す
e

議

長

報

の

告

O
議
長
〈
・
官
回
図
勇
治
郎
君
)
と
の
際
・
か
諮
り
い
た
し
吏
す
c

零
節
も
追
々
炎
磐
の
候
と
な
り
ま
す
の
で
‘
当
分
の
問
略
衣
陀
よ
h
y
会
識

を
行
い
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
れ
に
御
異
議
あ
り
主
せ
ん
か
P

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
考
a

あ
り
〉

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
主
す
e

よ
っ
て
決
し
全
し

た。
本
定
例
会
議
案
審
議
・
の
た
め
.
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
日
粂
の
規
定
に
よ

る
出
席
要
求
に
対
し
、

hs
手
も
と
に
配
付
の
と
か
り
出
席
報
告
が
ど
ざ
い
主

し
た
の
で
御
了
承
願
、い
圭
す
の

念
-
竺
監
査
委
員
よ

b
一
ニ
同
月
乃
至
五
月
実
施
の
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ

て
な
り
主
ナ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
手
も
と

κ配
付
の
印
刷
容
に
主
・
9
御
了
承
願
い

全
す
e

議

案

記

の

付

。
語
長

(吉
田
勇
治
郎
君
)
議
案
を
配
付
い
た
さ
せ
を
す
e

議
案
の
配
付
漏
れ
は
あ
h
y
主
せ
ん
か
。

l

配
付
漏
れ
な
し
と
留
め
ま
す
e

本
自
の
慧
事
は
な
手
も
と

κ配
付
の
日
稽
表

κょ
'P
行
い
ま
す
e

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉

ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い

日
程
第

一
二
季
議
員
栗
原
一
雄
沼
、

名
い
え
し
・
買
す
の

一
九
番
議
員
渡
辺
昭
夫
君
、
以
上
両
君
を
指

会

期

決

の

定

O
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
君
〉
日
穣
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
い
主
す
e

本
定
例
会
の
会
期
K
っ
き
、
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
本
六
月
十
一
日

か
ら
六
月
十
七
日
主
で
の
七
日
間
と
い
う
と
と
で
あ

b
ま
す
e

-
》
諮
り
い
た
し
全
す
e

会
期
を
七
日
間
と
定
め
主
す
と
と
に
街
異
議
ど
ざ

い
主
せ
ん
か
。(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
主
ナ
e

よ
っ
て
会
期
は
六

月
十
一
日
か
ら
六
月
十
七
日
主
で
の
七
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

提

察

理

由

の

説

明

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ぎ
つ
並
び

κ提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
主
ナ
e

O
議
長

ζ

の
際
本
定
例
会
招
集
K
っ
き
、

市
長
の
あ
い

(
市
長
半
沢
良
一
君
登
壇
〉

。
市
長

(
半
沢
良
一
君
)

当
砲
す

本
日
第
二
回
市
議
会
定
例
会
を
招
集
し
、
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る
諸
条
件

K
つ
い
て
御
審
議
を
hv
願
い
す
る
と
と

K
い
た
し
吏
し
た
c

今
回
提
出
い
た
し
主
し
た
案
件
付
、
報
告
関
係
三
件
及
び
一
般
議
案
十
四

件
で
あ
り
主
す
c

以
下
概
要
に
つ
き
主
し
て
御
説
明
い
た
し
生
す
c

全
ず
報
令
第
一
号
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
継
続
授
繰
越
一
計
算

轡
に
つ
い
て
で
あ
り
吏
す
が
、
と
れ
ば
作
名
ダ
ム
建
設

K
係
る
水
道
拡
張
事

業
の
継
続
授
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
年
度
の
支
出
予
定
額
の
う
ち
、
当
該
年

度
内

K
支
払
い
義
務
が
生
じ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
り
全
す
の
で
、
と
れ
を
繰

り
越
し
て
使
用
す
ゐ
た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
規
定

K
よ
り
報
告

す
る
も
の
で
あ
り
主
す
。

次
K
報
告
第
二
号
及
び
第
三
号
v
h
係
る
財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社
及
び

館
山
市
環
境
保
全
公
社
の
経
営
状
況
説
明
替
の
提
出

K
つ
い
て
で
ど
ざ
い
吏

す
が
‘
と
れ
ば
館
山
市
が
両
公
社

K
対
し
ま
し
て
出
資
と
損
失
補
償
を
し
て

い
る
関
係
か
ら
、
地
方
自
治
法
の
規
定

K
よ
り
そ
の
経
営
の
状
況
を
説
明
す

ゐ
書
類
を
談
会

K
提
出
す
ゐ
も
の
で
あ
り
全
す
e

次
K
議
案
第
三
十
八
号
館
山
市
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
で
あ
り
主
す
が
、

木
市
助
役

κ
つ
き
ま
し
て
は
六
月
二
日
任
期
満
了
に
よ
り
畠
山
助
役
が
退
任

し
た
と
ζ

ろ
で
あ
り
主
す
が
、
後
任
助
役
に
つ
い
て
千
葉
県

K
在
職
し
て
な

り
吏
す
吉
野
茂
樹
君
を
適
任
と
考
え
、
助
役

κ選
任
し
た
い
の
で
御
同
意
を

得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
主
す
c

次

κ議
案
第
三
十
九
号
館
山
市
文
化
財
の
保
誌
に
闘
す
7
0
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
で
あ
れ
ジ
ま
す
が
.

ζ

れ
付
近
時
生
活
様
式
の
変
化
、
産
業
構
造
の
変

化
、
開
発
事
業
の
大
穏
な
，
場
加
等
、
経
済
社
会
の
激
変

K
よ
り
、
文
化
財
保

罫

κ闘
し
種
々
の
問
題
が
生
じ
、
法
制
度
が
時
代
の
要
請

κそ
ht
わ
な
い
面

も
あ
り
・
空
し
た
の
で
、
国
に
か
い
て
は
ζ

れ
ら

κ対
処
す
べ
〈
法
改
正
の
準

備
を
着
々
と
進
め
.
そ
の
結
果
去
る
五
十
年
七
月
一
白
文
化
財
保
郵
政
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

と
れ
に
伴
い
県

K
な
き
主
し
て
も
同
年
十
二
月
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改

正
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
主
す
。
本
市

κ
砂
き
主
し
て
も
ζ

れ
ら
法
律
及

び
県
条
例
の
改
正
の
趣
后
に
の
っ
と
り
、
文
化
財
保
謹
制
度
の
一
一
層
の
整
備

を
図
ゐ
ぺ
〈
現
行
の
文
化
財
保
設
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
な
条
例
と
し
て
制

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
e

そ
の
主
な
内
容
と
し
主
し
で
は
、
文
化
財
と
し
て
の
保
匙
対
象
の
整
備
、

現
状
変
更
等

κ
つ
い
て

C
許
可
制
、
主
た
は
届
け
出
制
の
護
備
及
び
損
失
補
償

制
度
の
整
備
、
並
び

K
文
化
財
の
保
存
の
た
め

K
欠
〈
ζ

と
の
で
き
な
い
伝

統
的
な
技
術
、
主
た
は
技
能
で
保
存
の
措
置
を
講
ず
み
必
要
が
あ
る
も
の
を

保
護
す
る
選
定
保
存
技
術
の
保
志
制
度
の
新
設
、
及
び
従
来
の
専
門
委
員
会

的
な
文
化
財
客
議
委
員
を
廃
止
し
て
、
合
議
体
と
し
て
の
文
化
財
審
議
会
の

新
設
、
さ
ら

K
は
罰
則
の
整
備
等
で
あ
り
ま
す
e

ζ

れ
ら

K
よ

b
主
し
て
市

内
に
存
ず
る
文
化
財

κ
つ
い
て
‘
保
存
等
に
つ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
・
り
ま
す
r

さ
ら
げ
体
、
議
案
第
四
十
号
館
山
市
廃
棄
物
処
製
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

伊
山
市
首
長
田
衛
生
処
理
場

K
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
昭
和
四
十
四
年
十
月

一
日
か
ら
』
巾
内
西
長
田
字
雑
木
田
地
内
の
民
有
地
を
借
り
上
げ
使
用
し
て
主

ぃ・
9
主
し
た
、
契
約
期
間
が
満
了
と
な
り
主
し
た
の
で
と
れ
を
廃
止
し
、
そ

れ
K
か
わ
る
も
の
と
し
て
市
内
佐
野
字
梅
沢
地
内
の
民
有
地
会
新
た

K
館
山

市
佐
野
衛
生
処
理
場
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
し
よ
う
と
ナ

る
も
の
で
あ

b
吏
す
r

次

κ議
案
第
内
十
一
号
館
山
巾
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
で
あ
り
主
す
c

国
の
消
防
表
彰
規
穫
の
一
部
改
正
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陀
よ
る
消
防
賞
じ
申
つ
金
の
制
酬
に
準
じ
主
し
て
‘
本
市
の
消
防
賞
じ
時
つ
金

の
鋲
を
、
殉
職
者
賞
じ
ゅ
つ
金

κつ
い
て
は
三
百
万
円
以
上
千
三
百
万
以
下

κ、
障
害
者
賞
じ
ゅ
つ
金
に
つ
い
て
は
百
三
十
万
円
以
上
千
百
万
円
以
下
K

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ゐ
た
め
条
例
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
主

ナ
r次

κ議
案
第
四
十
二
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ

b
主
す
が
、
木
年
三
月
議
会
の
当
初
予
算

κな

き
ま
し
て
国
保
税
は
一
二
%
程
度
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い
ゐ
と
と
を
御
説
明

い
た
し
.

ζ

の
上
昇
率
は
本
算
定
時
主
で
に
引
き
下
げ
ゐ
ょ
う
努
め
る
旨
を

申
し
上
げ
主
し
た
r

過
目
前
年
度
会
計
の
収
支
が
一
ホ
さ
れ
・
黒
字
決
算
を
み

ゐ
ζ

と
が
で
き
、
繰
り
越
し
嗣
係
も
判
明
い
た
し
主
し
た
の
で
、
相
当
額
を

減
税
に
充
当
す
る
も
の
と
し
・
本
年
度
間
保
税
の
課
税
総
額
を
決
{
一
化
い
た
し

主
し
た
P

そ
の
結
果
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
課
税
額
は
前
年
対
比
九
・
一
%

に
押
さ
え
る

ζ

と
が
で
き
主
し
た
「
し
た
が
い
ま
し
て
調
定
見
込
み
額

K
対

応
す
ゐ
案
分
率
の
改
定
‘
低
所
得
者
の
軽
滅
措
置
及
び
従
前
か
ら
保
険
者
の

要
望
が
あ
り
立
し
た
訣
税
限
度
額
の
改
定
を
木
条
例

K
ょ
っ
マ
図
ろ
う
と
ナ

ゐ
も
の
で
あ
り
是
ナ
。

次
氏
議
案
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
七
号
主
で
.
及
び
第
同
十
九
号

κ係

る
館
山
市
手
数
料
条
肉
、
館
山
市
漁
港
管
迎
条
例
、
館
山
市
道
路
占
用
料
徴

収
条
例
・
館
山
山
都
山
公
園
条
例
、
館
山
市
プ

l
ル
の
設
置
及
び
管
理

K
闘

す
る
条
例
及
び
館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
あ
り
主
す
が
、
最
近
に
か
け
る
物
価
の
状
、
況
、

住
民
票
の
写
し
の
交
付
及
び
諸
証
明
等
の
交
付

K
要
ナ
る
実
費
等

κか
ん
が

み
‘
使
用
料
、
占
用
料
、
手
数
料
の
あ
る
べ
き
姿
を
中
心
と
し
て
検
討
い
た

し
士
し
た
結
果
、
手
数
料
条
例

κお
き
ま
し
て
は
、
公
簿
等
の
勝
抄
本
の
焚

付
、
住
民
票
等
の
守
一
覧
乏
セ
ロ
照
合
.
各
証
明
書
等
の
交
付
等

κ
つ
い
て
手

数
料
を
各
百
円

K
す
る
と
と
も

K
、
そ
の
他
そ
れ
に
伴
う
規
定
の
所
要
の
整

併
を
図
る
も

3
で
あ
h
y
主
す
e

主
4
L

、
治
戸
港
管
理
条
例
、
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
、
都
市
公
函
条
例

K
つ

き
ま
し
て
に
・
領
等
げ
い
つ
い
て
国
及
び
燥
の
占
用
料
、
使
用
料
等
を
参
考

K

い
た
し
主
し
て
改
正
し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
e

を
た
、
プ

1
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
闘
す
ゐ
条
例

κつ
き
ま
し
て
は
、
市

営
二
十
五
メ
ー
ト
ル
室
内
温
水
プ
ー
ル
の
使
用
料
は
昭
和
四
十
五
年
建
設
以

来
市
民
の
体
力
づ

ぐ
り
の
施
設
と
し
て
今
日
ま
で
据
え
蛍
い
て
主
い

b
ま
し

た
が
、
諸
物
価
の
高
騰
に
よ
る
速
営
計
の
増
加

κよ
b
J
ま
し
て
、
ほ
ほ
倍
鋲

の
値
上
げ
を
ル
嗣
闘
い
す
る
も
の
で
ゐ
h
y
主
・44

也
仏

hv
‘
市
内
の
小
、
中
学
生
の
学
校
教
育
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
使
用

に
つ
き
主
し
て
は
.
減
免
措
置
を
講
ず
ゐ

ζ
と

κし
て
あ

b
ま
す
し
、
御
婦

人
の
方
々

K
つ
き
ま
し
で
は
、
従
来
ど
な

b
毎
週
水
隠
日
は
無
料
解
放
の
措

置
を
講
ず
ゐ
な
ど
、
一
一
層
の
振
興
を
図
ゐ
所
存
で
あ
・
り
ま
す
。

合
宿
所
の
使
用
料

K
っ
き
主
し
で
は
、
使
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
都
内
大
学

の
水
泳
部
や
都
内
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
あ

b
ま
す
し
.
市
民
の
利
用
者

K
対
す
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
ど
ざ
い
主
せ
ん
の
で
、
午
前
、
午
後
各
二
時
間

の
プ
!
ル
使
用
を
含
め
た
使
用
料
と
し
て
改
正
し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
あ
h
y

-5-

主
す
。ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
制
出

K
出
す
る
条
例

K
つ
き
ま

し
で
は
‘
諸
物
価
の
高
騰

K
よ
る
運
営
費
の
矯
加

K
よ
り
ま
し
て
、
現
行
の

使
用
料
を
倍
額

κ引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
か
、
本
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
精
六
十
歳
以
上
の
者
、
そ
の
他
付
添
人
等

に
つ
き
生
し
て
は
、
従
来
か
ら
条
例
の
規
定
に
よ
h
y
無
料

K
て
利
用
さ
れ
て



た
り
、
今
回
の
引
き

k
げ

K
工
る
影
響
は
あ
-P
空
せ
ん
F

さ
ら

K
、
今
回
新
し
〈
減
免
規
定
を
設
け
、
と
れ
ら
以
外
の
市
内
の
梧
祉

を
目
的
と
す
る
間
休
等
の
利
用

K
っ
き
主
し
で
も
、
特

K
必
要
と
認
め
ら
れ

ゐ
場
合

κ
つ
い
て
は
使
用
料
を
減
免
し
、
福
祉
の
増
迭
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
主
す
e

次

κ議
笑
第
四
十
八
号
館
山
市
民
セ

Y

タ
1
条
例
の
二
都
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
全
す
が
‘
本
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
同
ク

ラ
ブ
創
立
二
十
周
年
記
念
と
し
て
市
民
セ
ン
タ
ー

κグ
ラ
ン
ド
フ
ル
コ

y
サ

1
ト
ピ
ア
ノ
一
台
、
エ
レ
ク
ト

1
y
一
台
の
寄
贈
を
受
け
主
し
た
の
で
、
と

れ
ら
を
付
帯
設
備
使
用
料
の
表
に
加
え
る
べ
〈
条
例
の
改
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
主
す
。

次
K
議
案
第
五
十
号
館
山
市
青
年
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
c

船
形
地
区

κ啓
設

さ
れ
主
し
た
仲
宿
背
年
館
を
今
回
木
条
例
の
中

K
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
主
す
e

次
K
議
案
第
五
十
一
号
館
山
市
水
道
事
業
給
大
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ゐ

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
主
す
が
、
水
道
事
皆
様
に
な
き
主
す
・
水
質
試
験

手
数
料

κ
っ
き
宣
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
条
例
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
全
い

り
を
し
た
が
、
最
近
他
市
町
村
の
水
道
事
業
所
等
か
ら
の
依
頼
が
多
〈
な
ゐ

傾
向
に
あ
り
.
と
の
主
う
な
経
授
を
市
水
道
事
業
で
負
担
す
る
と
い
う
と
と

は
不
合
裂
で
あ
り
ま
す
の
で
、
経
授
に
見
合
う
手
数
料
と
し
て
今
回
条
例
陀

規
定
を
設
け
‘
徴
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
主
す
c

以
ト
儒
略
で
は
あ
り
ま
す
が
説
明
を
終
り
ま
す
F

な
hv
、
詳
細
に
つ
き
主
し
て
は
関
係
課
長
等
を
し
て
説
明
い
た
さ
せ
主
す

工
ろ
し
〈
御
審
撲
の
ほ
ど
れ
V

願
い
い
た
し
主
す
e

の
で
、

以
上
で
市
長
の
あ
い
さ
つ
並
び

K
提
案
製
自
の

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)

説
明
を
終
り
主
す
。

暫
時
休
憩
い
た
し
主
す
e

午

前

十

時

十

七

分

休

憩

午

前

十

一

時

三

十

九

分

再

開

(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
嗣
き
ま
す
e

O
議
長

議

上

程

案

の

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
三
、
議
案
第
三
十
八
号
館
山
市
助
役
の

選
任
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
主
す
e

議
案
の
朗
読
を
騒
い
ま
す
e

(
容
記
朗
読
)

議
案
第
三
十
八
号
館
山
市
助
役
の
選
任
K
つ
い
て

議

案

内

容

の

説

明

O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
}
議
案
の
説
明
を
求
め
主
す
e

〈
市
長
半
沢
良
一
君
登
壇
〉

O
市
長
〈
半
沢
良
一
君
)
去
る
六
月
二
日
自
国
山
前
助
役
の
退
任

κよ
り
ま
し

て
現
在
欠
員
と
な
っ
て
か
り
主
す
本
市
助
役
に
、
燥
で
の
行
政
経
験
の
長
い

吉
野
茂
樹
君
を
適
任
と
考
え
、
選
任
し
た
い
の
で
.
よ
ろ
し
〈
御
同
意
〈
だ

さ
る
よ
う
な
願
い
申
し
上
げ
ま
す
c

O
議
長
〈
古
口
白
勇
治
郎
君
)
説
明
は
終
り
ま
し
た
e

質

競

応

答

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
質
疑
を
願
い
主
す
。
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o
-
八
番
〈
渡
辺
箪
治
郎
君
)
助
役
人
事
の
と
と

κ
つ
い
て
全
員
協
議
会
で

一
応
説
明
性
受
け
主
し
た
e

し
か
し
、
私
は
そ
の
説
明
で
納
得
で
き
左
い
点

が
あ
・
り
ま
す
の
で
、
再
度
が
開
き
し
た
い
と
思
い
主
す
e

と
い
う
の
は
、
助
役
が
庁
内
か
ら
と
い
う
よ
う
念
と
と
で
は
な
し
に
‘
県

の
出
向
を
仰
H

え
と
い
う
工
う
な
と
と
で
決
め
ら
れ
て
い
〈
と
、
そ
の
内
容
は

行
財
政
の
見
直
し
を
す
る
た
め

K
.
県
の
相
当
そ
う
い
う
方
面
で
経
験
を
持

っ
た
人
を
適
任
だ
と
い
う
ふ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
‘
私
は
も
う

一
っ
そ
の
問
題

κ
つ
い
て
は
疑
問
を
持
つ
も
の
で
あ
り
主
す
¢

と
い
う
の
は
、
な

K
も
館
山
市
の
行
政
を
見
直
す
場
合
に
、
庁
内

K
人
材

が
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
と
と

κ
つ
い
て
は
も
う
少
し
、
ど
の
£
う

κ検
討

さ
れ
た
か
‘
そ
う
い
う
点

K
つ
い
て
ひ
と
つ
な
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
F

も
ラ
一
つ
は
、
地
方
財
政
の
、
行
政
の
見
直
し
と
い
う
よ
う
念
と
と
に
つ

い
て
、
若
干
全
員
協
議
会
で
説
明
が
あ
り
主
し
た
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
に

見
直
し
を
し
て
い
〈
の
か
c

燥
の
出
向
を
仰
が
な
け
れ
ば
そ
う
い
う
見
直
し

は
で
き
な
い
の
か
c

そ
の
へ
ん

κつ
い
て
も
う
少
し
説
明
願
い
た
い
と
思
い

主
す
。

O

市
長
(
半
沢
良
一
君
)
現
在
の
行
財
政
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
念
問
題
点
が

あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
そ
れ
は
国
の
制
度
自
体
か
ら
ぐ
ゐ
も
の
も
ど

館
山
市
独
自
の
事
情

κよ
る
問
題
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
わ
け

ざ
い
主
す
し
‘

で
ど
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
御
答
弁
申
し
上
げ
主
し
た
よ
う
に
、
国
の
制
度
自
体
に
つ
い
て
は

交
付
税
の
問
題
と
か
、
超
過
負
担
の
問
題
と
か
、
あ
る
い
は
図
、
地
方
を
通

じ
て
の
行
財
政
の
配
分
の
問
題
と
か
ど
ざ
い
主
す
P

と
れ
は
自
治
体
の
長
と

し
て
の
市
長
会
、
そ
の
他
六
団
体
を
通
じ
て
、
聞
に
改
善
を
要
求
す
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
F

そ
れ
か
ら
、
自
治
体
内
認

の
問
題

κ
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
庁
内
の

職
員
の
市

で
も

ー

も
ち
ろ
ん
、
中
か
ら
助
役
を
選
ぶ
と
と

K
よ
っ
て
で
き

な
い
と
い
う
と
と
で
は
ど
ざ
い
主
せ
ん
け
れ
ど
も
.
叫
燃
や
国
と
の
い
ろ
い
ろ

な
っ
-
な
が
り
を
考
え
主
す
と
‘
県
の
ほ
う
か
ら
派
遣
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
・
9

ベ
タ

1
ぞ
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
で
、
燥
の
ほ
ヨ
か
ら
の
出
向
を
仰
い
だ
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
す
e

0

一
八
番
(
渡
辺
軍
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
の
説
明
で
は
.
行
政
の
見
直
し

κ

つ
い
て
県
の
伝
う
と
の
つ
な
が
り
で
と
い
う
よ
う
な
穏
で
す
が
、
般
の
つ
な

が
り

|

い
わ
ゆ
ゐ
ヨ
ネ
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
と
と
で
館
山
市
の
行
財

政
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
い
わ
け
で
す
。

と
い
う
の
は
‘
従
来
か
ら
と
ら
れ
て
き
て
い
る
市
長
の
方
針
を
見
ま
す
と

'大
体
見
直
し
と
い
う
よ
う
な
と
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
e

そ
の
見
直
し

が
結
局
い
吏
の
地
方
財
政
危
機
を
職
員
の
人
件
後
や
、
あ
る
い
は
山
民
の
負

担
で
解
決
す
ゐ
と
い
う
そ
う
い
う
方
向
で
し
か
行
政
が
や
ら
れ
て
き
て
い
な

い
.
と
れ
は
判
例
笑
の
問
笥
か
ら
一
吉
田
う
わ
け
で
す
が
、
そ
ん
な
と
と
で
地
方
財

政
の
確
立
が
で
き
ゐ
は
ず
は
な
い
と
思
い
去
す
。

し
た
が
っ
て
、
行
財
政
の
見
直
し
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
い
ま
の
地
方
自

治
権
を
守
ゐ
た
め

K
.
そ
う
い
う
間
縄

κ
つ
い
て
財
政
的
な
問
題
は
あ
九
と

れ
の
技
術
的
な
問
題
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
基
本
的
に
は
と
れ
は
超
過

負
担
の
解
消
と
か
.
そ
う
い
う
機
関
委
任
事
務
を
で
き
ゐ
だ
け
市
町
村

κ委

譲
し
て
‘
そ
の
裏
付
け
と
し
て
財
政
を
確
立
す
る
と
か
、
地
方
交
付
税
の
税

率
を
引
き
上
げ
ゐ
と
か
、
そ
う
い
う
根
本
的
な
問
題

κ係
っ
て
い
る
わ
け
で
す
、

ぞ
れ
を
何
か
出
向

l
要
す
る

κ経
験
者
の
そ
う
・い
う
出
向
を
仰
い
で
解

決
で
き
ゐ
か
と
い
う
点

κつ
い
て
は
私
は
疑
問
を
持
っ
て
い
ゐ
ん
で
.
市
長

'さ
ん
の
諮
だ
と
大
体
県
と
の
つ
念
が
h
y
と
か
.
そ
う
い
う
よ
う
な
と
と
を
霊
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視
し
て
当
一
一
聞
の
そ
う
い
う
と
と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
F

そ
う
い
う
点
か
ら

も
う
一
つ
が
伺
い
し
た
い
の
社
、
全
員
協
議
会
の
話
の
中
に
出
た
ん
で
す
が

出
向
し
た
助
役
が
任
期
!
あ
ゐ
い
付
情
勢
で
は
伸
び
る
か
も
し
れ
主
せ
ん

け
れ
ど
も
、
も
し
そ
う
い
う
よ
う
な
財
政
の
見
直
し
を
し
て
館
山
市
の
財
政

を
健
全
化
し
た
と
い
う
よ
う
在
と
と
ろ
で
、
議
に
今
度
は
県
の
ほ
う
に
逆
戻

り
す
ゐ
の
か
、
あ
る
い
H
H

他

K
転
出
す
ゐ
の
か
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
も
、

市
長
さ
ん
ば
そ
の
と
き
に
考
え
る
と
い
う
よ
う
授
と
と
で
、
何
か
そ
う
い
う

問
題
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
と
と
ろ
も
ひ
と
つ
な
聞

か
せ
願
い
た
い
と
思
い
主
す
c

O
市
長
(
半
沢
良
一
君
)
先
ほ
ど
も
御
答
弁
申
し
上
げ
空
し
た
よ
う

K
、
財

政
の
い
主
の
逼
迫
し
て
h

M

h

ノ
主
す
問
題
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
ゐ
わ
け

で
ど
ざ
い
吏
し
て
、
国
の
制
度
の
問
題
も
が
っ
し
ゃ
ゐ

t
bり
ど
ざ
い
主
す
r

そ
れ
は
そ
れ
左
タ

K
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
を
通
じ
て
検
討
を
し
、
改
善
を
実
現

し
て
い
〈
な
り
努
力
を
い
た
し
て
い
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
c

た
だ
、
抽
出
山
市
自
体
の
い
ろ
ん
な
問
題
も
、
内
部
的
な
問
題
も
ど
ざ
い
主

す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
は
で
き
る
限
り
い
主
主
で
考
え
て
や
司
て
全
い
り

主
し
た
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
根
木
的
な
間
期
を
中
心
的
に
ひ
と
つ
と
れ
を
直

し
て
い
き
た
い
、
そ
う
い
う
意
味
で
市
の
験
買
の
中
か
ら
課
長
を
選
ん
で
も

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
県
と
の
つ
な
が
り
を
つ
け
る
こ
と
の

ほ
う
が
よ
り
ベ
タ
ー
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
考
え
で
選
ん
だ
と
先
ほ
ど
も
御

答
弁
申
し
上
げ
立
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
考
え
方

K
変
わ
り
は
ど
ざ
い
主
せ

ん

主
た
、
任
期
は
問
年
で
す
か
ら
、
四
年
や
っ
て
い
た
だ
〈
つ
も
り
で
な
り

主
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
県
か
ら
出
向
を
し
て
か
り
全
す
の
で
、
木
人
の
将

来
の
と
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
主
せ
ん
の
で
、
そ
の
事
態
が
起
ζ

っ
た
と

そ
う
い
う
ふ
う

き

κは
県
と
相
談
し
て
、
本
人
と
も
相
談
し
て
決
め
た
い
、

K
考
え
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
立
す
r

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
他
K
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

e
i

念
し
と
認
め
主
す
r

御
質
疑

委
員
会
付
託
の
省
略

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

L

V

諮
り
い
た
し
主
す
c

本
案
を
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

議
ど
ざ
い
主
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
会
ロ
一
出
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
主
す
r

ζ

れ

K
御
異

4

1

4

一間

告

白

ロ

，

‘

a

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
討
論
を
行
い
ま
す
。

0
一
八
番
〈
渡
辺
軍
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
の
市
長
さ
ん
の
説
明
で
、
た
だ
根
本

的
な
問
問
と
い
う
よ
り
も
、
い
吏
の
館
山
の
財
政
状
態
か
ら
み
て
出
向
を
仰

「
ほ
う
が
よ
り
ベ
タ
ー
だ
と
い
う
よ
う
な
令
考
え

κつ
い
て
は
私
は
納
得
で

き
な
い
わ
け
で
す
c

と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
も
質
問
の
中
で
明
ら
か

K
し
た
よ
う

K
・
い
ま
の

地
方
財
政
の
危
機
と
い
う
も
の
は
や

b
ぐ
り
で
何
か
解
決
す
る
問
題
で
は
な

い
と
思
う
ん
で
す
。
市
長
さ
ん
が
就
任
以
来
と
っ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
館
山
市

の
財
政

κ対
す
る
見
直
し
、
そ
れ
か
ら
福
祉
の
見
直
し
と
か
、
い
ろ
い
ろ
そ

う
い
う
と
と
で
や
ら
れ
て
き
た
笑
績
と
い
う
の
は
、
市
民

K
負
担
を
転
嫁
し

て
そ
う
い
う
方
向
で
い
わ
ゆ
る
切
り
つ
め
て
財
政
を
立
て
直
そ
う
と
い
う
考

え
方
は
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
出
向
を
仰
い
で

よ
り
ベ
タ
ー
だ
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
が
恐
れ
ゐ
の
は
‘
そ
う
い
う
見
直
し

一&ー



の
方
向
で
よ
り
一
層
市
民

K
負
担
を
転
嫁
す
る
と
と
が
強
め
ら
れ
る
ん
で
は

な
い
か
、
そ
う
い
う
と
と
が
一
つ
の
大
き
な
疑
問

κ思
う
点
で
あ
-P
ま
す
F

も
う
一
つ
は
、
四
年
の
任
期
が
終
れ
ば
そ
の
時
点
で
考
え
る
と
い
っ
て
も

出
向
を
仰
い
だ
中

κは
l
い
主
大
体
ζ

れ
は
三
月
補
正
予
算
で
二
億
五
千

二
百
万
円
で
す
か
、
こ
う
い
う
五
十
年
度
支
払
う
べ
き
も
の
を
五
十
一
年
度

κ繰
り
延
べ
た
と
い
う
よ
う
な
と
と
で
、
か
な
り
財
政
的

K
困
難
念
状
態

K

あ
ゐ
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
よ
う
念
と
と
か

ら
市
民
、K
対
ナ
ゐ
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
か
、
あ
る
い
は
福
祉
の
切
り
下
げ
と

か
‘
そ
う
い
う
菌

κな
っ
て
あ
ら
わ
れ
で
ぐ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の

を
評
価
し
た
上
で
、
そ
う
い
う
い
わ
ゆ
る
任
務
が
終
っ
た
ら
将
来
鉱
山
市
の

助
役
と
し
て
長
〈
務
め
て
も
ら
う
か
ど
う
か
も
と
れ
は
わ
か
り
主
ぜ
ん
し
、

任
期
が
終
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
体
そ
う
い
う
よ
う
な
方
向
で
問
閣
が
解
決
し

た
ら
県
の
ほ
う
に
主
た
逆
戻
り
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
任
務
に
つ
〈

と
か
、
そ
う
い
う
と
と
で
何
か
腰
か
け
的
な
そ
う
い
う
よ
う

κ感
じ
ら
れ
て

な
ら
な
い
わ
け
で
す
c

そ
う
い
う
点
か
ら
い
っ
て
、
私
は
市
長
か
ら
の
助
役
選
任

K
つ
い
て
納
得

で
き
念
い
と
い
う
と
と
で
反
対
い
た
し
主
す
。

0

一

三

番

(

林

豊

君

)

私

は
ζ

の
誌
築
に
対
し
て
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論

を
行
い
主
す
r

た
だ
い
ま
い
巾
長
の
提
案
型
由
の
説
明
の
中

K
も
，
挙
げ
ら
れ
て
な
り
主
し
た

と
か
h
y
.

館
山
市
の
行
財
政
の
現
況

K
か
ん
が
み
て
、
市
長
は
県
政

κ一
民
〈

し
か
も
財
政

κ明
ゐ
い
吉
野
氏
を
推
薦
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
非
常

κ枚

宜
を
得
た
処
置
で
あ
ゐ
と
私
は
考
え
ま
す
c

同
氏
の
推
薦

κ
よ
り
主
し
て
主
ナ
主
す
財
政
令
確
立
さ
れ
ん
と
と
を
期
待

私
は
賛
成
い
た
し
ま
す
P

い
た
し
主
し
て
.

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

と
認
め
主
ナ
r

他

κ討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
ー

討
論
な
し

採

決

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
採
決
い
た
し
主
す
。

本
案
に
つ
い
て
の
採
決
は
起
立
に
よ
り
行
い
主
ナ
e

助
役
選
任
K
つ
い
て
同
意
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
c

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
〉
起
立
多
数
。
よ
っ
て
助
役
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
件
は
同
意
す
る
と
と
K
決
し
ま
し
た
c

午
前
の
会
議
は
と
れ

K
て
休
憩
と
し
‘
午
後
一
時
再
闘
と
い
た
し
ま
す
。

午

前

十

一

時

五

十

三

分

休

態

午

後

一

時

零

分

再

同

O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
午
後
の
出
席
議
員
数
二
十
九
名
、
休
憩
前
に
引

き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

E義

祭

の

上

手量

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
四
、
報
告
第
一
号
乃
至
報
告
第
三
号
、

議
案
第
三
十
九
号
乃
至
議
集
第
五
十
一
号
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
主
ナ
。

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

hv
諮
り
い
た
し
主
す
。

た
だ
い
ま
議
開
と
た
り
ま
し
た
各
笑
件
は
、
本
日
は
と
れ
が
内
容
説
明
の

み
い
た
し
た
い
と
思
い
立
す
。

ζ

れ

κ御
呉
議
あ
h
y
主
せ
ん
か
の

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

U
)

-9-



O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
決
し
宅
し

た
e‘ 

た
だ
い
主
議
回
以
と
念
り
主
し
た
各
案
件
は

朗
読
を
省
副
附
し
て
直
ち
に
と
れ
が
内
容
説
明
を
求
め
た
い
と
思
い
主
す
が
、

と
の
際
な
諮
り
い
た
し
主
す
。

と
れ
に
御
異
誇
あ
り
主
せ
ん
か
や

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
り
)

御
異
誇
念
し
と
認
め
主
す
e

よ
っ
て
決
し
主
し

O
議
長
た
F

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

と
れ
主
・
9
順
次
説
明
を
求
め
全
す
e

報
告
第
一
号
館
山
市
大
道
ポ
業
特
刑
会
計
予
筑
の
継
続
授
繰
越
計
算
審

K
つ
い
て

〈
水
遭
課
長
大
嶋
重
義
君
登
壇
)

。
水
道
課
長
(
大
嶋
重
義
君
)
報
告
第
一
号
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
継
続
摂
繰
越
計
算
轡

K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
c

一
枚
め
ぐ
っ
て
い
た
だ
き
主
す
e

ζ

ζ

に
計
努
裂
が
提
示
し
て
ど
ざ
い
主

す
が
、
作
名
ダ
ム
建
設
を
中
心
と
い
た
し
圭
ず
水
道
拡
張
事
業
段
、
同
和
四

十
九
年
度
か
ら
五
十
二
年
度
ま
で
の
阿
カ
年
の
継
続
的
を
設
定
い
た
し
主
し

て
現
在
事
業
を
進
め
て
か
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
生
す
。
そ
と
で
昭
和
五
十
年
度

の
継
続
授
の
予
算
に
な
き
主
し
て
残
額
が
生
じ
主
し
た
の
で
、
と
れ
を
翌
年

度
へ
逓
次
繰
り
越
し
を
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
ナ
c

と
の
欄
K
も
ど
ざ
い
主
す
よ
う
に
、
継
続
授
の
総
組
は
二
十
二
億
七
千
六

百
二
十
阿
万
七
千
円
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
五
十
年
度
の
継
続
ザ
の
予
算
税
制偵

は
合
計
で
七
億
一
千
五
百
七
十
二
万
七
千
百
十
一
円
で
あ
り
主
す
。
そ
し
て

と
の
年
度
問

K
支
払
い
義
務
の
発
生
見
込
み
額
で
ど
ざ
い
吏
す
が
、
大
休
七

億
一
千
四
百
七
十
五
万
五
千
九
百
二
十
円
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
九
十
七
万
一

千
百
九
十
一
円
が
未
執
行
で
ど
ざ
い
主
す
が
‘

的
な
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
は
主
な
内
容
は
事
務
後

と
れ
に
よ
り
主
し
て
一計
商
の
事
業
引
と
い
た
し

主
し
て
は
全
〈
変
更
ど
ざ
い
吏
ぜ
ん
の
で
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
し
た
が
い
主
し
て
と
の
組
を
翌
年
度

κ逓
次
繰
り
越
し
を
い
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
よ
ろ
し
〈
念
願
い
い
た
し
ま

す。

財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

K
つ
い
て

(
企
両
課
長
小
沢
正
治
君
登
境
)

O
企
画
課
長
(
小
沢
正
治
芳
)
続
き
主
し
て
報
告
第
二
号
財
団
法
人
館
山
府

開
発
公
社
の
経
営
状
況
説
明
欝
の
提
出

K
つ
き
ま
し
て
、
第
十
一
期
事
業
報

告
轄
と
ど
ざ
い
主
す
関
係

κ
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
圭
ナ
e

ま
ず
昭
和
五
十
年
度
の
事
業
報
告
識
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
応
開

発
公
社
の
昭
和
五
十
年
度
と
い
た
し
主
し
て
は
、
急
変
し
た
社
会
情
勢
、
あ

る
い
は
そ
九

K
基
づ
き
主
す
市
の
財
政
状
況
と
の
刷
関
係
か
ら
‘
一
応
事
業
を

新
規
事
業
の
見
送
り
等
行
い
主
し
て
、
で
き
得
ゐ
限
・
9
の
整
理
作
業

κ専
念

す
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
を
た
ど
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主

報
告
第
二
号

す
P

そ
う
い
う
凶
係
か
ら
、
と
と

κど
ざ
い
圭
す
よ
う
に
昭
和
五
十
年
度
の
事

業

の
実
施
状
況
と
い
た
し
主
し
て
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
の
分
譲
事
業
と
、
ぞ

れ
か
ら
す
で

κ完
成
し
て
全
い
り
主
し
た
三
つ
の
住
宅
団
地
の
道
路
蜂
備
で

三
カ
所
の
街
路
舗
装
を
笑
飽
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
e

そ
れ
と
、
懸
築
で
ど
ざ
い
註
し
た
ミ
ン
ク
の
飼
育
凶
係
を
五
十
年
の
十
二

月
を
も
っ
て
一
切
完
了
い
た
し
主
し
て
、
い
ま
ま
で
製
品
、
そ
の
他
で
保
存

し
て
が
h
y
ま
し
た
も
の
を
合
わ
せ
主
し
て
全
面
的
に
と
れ
を
処
分
い
た
し
た
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わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
r

そ
の
よ
う
な
凶
係
か
ら
次
の
損
益
計
算
書
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
経
常
損
益

の
部
と
い
た
し
去
し
て
、
売
-P
上
げ
代
・
か
き
ま
し
て
.
市
か
ら
受
託
し
.て
が

り
ま
す
土
地
、
建
物
、
舗
装
闘
係
、
そ
れ
か
ら
独
自
の
斡
旋
土
地
、
分
譲
土

地
、
そ
れ

κミ
ン
ク
の
全
面
的
処
介
と
い
う
よ
う
念
凶
係
で
‘
一
応
売
り
上

げ
と
し
て
四
億
四
千
七
百
六
十
九
万
五
千
百
明
十
二
円
と
い
う
数
字

κな
っ

た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
。

と
れ

K
対
し
主
す
ゐ
そ
れ
ぞ
れ
の
穏
目
別
の
原
価
が
そ
の
下

κな
示
し
し

て
ど
ざ
い
ま
す
と
か
り
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
三
ペ
ー
ジ
の
原
価
の
集
計
が
四

億
二
千
八
百
九
十
万
九
十
八
円
と
な
り
主
し
て
、
売
り
上
げ
と
い
た
し
主
し

て
の
利
益
が
千
八
百
七
十
九
万
五
千
四
十
阿
円
と
い
う
結
果

K
相
な
っ
た
わ

け
で
ど
ざ
い
主
す
。

，

ζ

れ
に
対
し
ま
し
て
、
主
た
る
も
の
と
い
た
し
主
し
て
の
営
業
関
係
の
民

用
、
そ
れ
が
下
の
ほ
う
に
掲
げ
て
ど
ざ
い
主
す
。
一
の
給
料
か
ら
一
四
の
減

価
償
却
費
生
で
の
合
計
が
千
百
十
九
万
四
千
百
七
十
五
円
と
な
り
ま
し
て
‘

乙
の
経
針
を
差
し
引
き
主
し
た
営
業
の
利
益
が
七
百
六
十
万
八
百
六
十
九
円

で
ど
ざ
い
立
す
。

さ
ら
に
.
営
業
外
収
益
、
営
業
外
投
用
、
そ
う
し
た
も
の
が
営
紫
外
損
控

.
の
部
と
い
た
し
主
し
て
か
示
し
し
て
ど
ざ
い
主
す
が
、
営
業
外
収
益
の
合
計

が
九
十
七
万
七
千
九
百
ニ
ト
五
円
、
そ
れ
か
ら
技
用
と
い
た
し
生
し
て
支
払

い
利
息
の
み
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
こ
れ
が
三
千
三
百
三
十
八
万
八
千
九
百
五

十
一
円
、
こ
れ
ら
を
プ
ラ
ス
.
マ
イ
ナ
ス
い
た
し
主
し
て
結
果
は
損
失
二
千

一
四
百
八
十
一
万
百
五
十
七
円
と
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
.
と
れ
ら
の
ほ

か

κ特
別
附
関
係
と
い
た
し
ま
し
て
各
種
の
引
当
金
、
あ
る
い
は
固
定
資
産
の

売
却
設
損
、
そ
う
い
っ
た
関
係
が
ど
ざ
い
主
し
て
、
そ
の
下
に
ど
ざ
い
主
す

利
益
凶
係
で
千
百
一
万
八
千
四
百
三
十
一
円
、
損
失
と
い
た
し
ま
し
て
千
四

百
六
十
八
万
六
千
四
百
六
十
八
円
と
な
り
ま
し
て
、
当
期
の
純
損
失
が
二
千
八

百
阿
十
七
万
八
千
百
九
十
四
円
と
い
う
結
果

K
な
っ
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次

K
貸
借
対
照
表
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
資
産
の
部
と
い
た
し
ま
し
て
、
流

動
資
産
の
合
引
が
と
と

K
そ
九
ぞ
れ
渇
げ
ら
れ
て
な

b
ま
す
。
十
二
伝
六
千

四
百
一
万
二
千
五
十
四
円
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
固
定
資
産
と
い
た
し
ま
し
て

百
十
二
万
五
百
七
十
五
円
、
資
産
の
合
計
が
十
二
億
六
千
五
百
十
三
万
二
千

六
百
二
十
一九
円
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
。

魚
伊
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
流
動
負
依
の
合
計
が
十
二
億
三
千
六
百
二
十

八
万
六
千
六
百
二
十
二
円
、
と
れ
に
引
当
金
百
万
円
を
合
計
い
た
し
ま
し
て

十
二
億
三
平
七
行
二
十
八
万
六
千
六
百
二
十
二
円
で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘
資
本

の
百
万
円
、
そ
れ
か
ら
剰
余
金
の
繰
り
越
し
出
係
と
当
期
の
損
失
の
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
の
結
果
が
二
千
六
百
八
十
悶
万
六
千
七
円
で
ど
ざ
い
ま
し
て
・
資

木
の
ム
円
出
一
川
は
二
千
七
百
八
十
四
万
六
千
七
円
と
な
り
ま
し
て
、
負
債
資
本
の

合
計
が
十
二
億
六
千
五
百
十
三
万
二
千
六
百
二
十
九
円
、

ζ

う
い
う
次
第
で

ど
ぎ
い
ま
す
c

財
産
の
内
容
と
い
た
し
主
し
て
は
.
目
録
で
掲
げ
ま
し
た
と
な
り
、
普
通

預
金
か
ら
出
資
金
ま
で
の
合
計
が
十
二
億
七
千
六
百
二
十
凶
万
八
千
七
百
十

問
円
、
負
依
の
部
と
い
た
し
主
し
て
、
借
入
金
の
十
二
信
二
千
九
百
六
十
五

万
円
以
下
合
計
が
十
二
億
四
千
八
百
阿
十
万
二
千
七
百
七
円
で
‘
正
味
財
産

と
い
た
し
主
し
て
二
千
七
百
八
十
四
万
六
千
七
円
と
い
う
と
と
に
相
な
っ
て

b
り
生
す
e

次
の
剰
投
金
の
計
算
替
で
ど
ざ
い
・
41
す
が
、
当
期
末
の
処
分
利
益
剰
余
金

と
い
た
し
士
し
て
、
繰
り
越
し
そ
れ
す
主
「
一
期
の
指
失
差
し
引
き
二
千
六
百
八
十

附
万
六
千
七
円
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
と
の
処
分
計
算
と
い
た
し
ま
し
て
・
次
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期
へ
と
れ
を
繰
り
越
す
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
P

と
の
エ
う
な
状
況
‘
あ
る
い
は
結
果

κ
っ
き
主
し
て
、
去
る
五
月
十
七
日

に
寄
付
行
為

K
基
づ
き
主
し
て
監
査
を
受
け
主
し
た
結
果
が
、
と
と
に
掲
げ

ら
れ
で
あ
る
と

b
b
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
と
れ
に
基
づ
き
主
し
て
五
月
二
十

二
日

K
現
率
会
の
御
承
認
を
い
た
だ
い
た
次
第
で
ど
ざ
い
主
す
。

次
代
昭
和
五
十
一
年
度
の
事
業
計
函
並
び

K
資
金
計
画
に
つ
い
て
・
主
ず

事
業
計
商
の
ほ
う
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
木
年
度
と
れ
は
五
十
一
年
度
の

開
始
以
前
代
一
応
邪
業
計
画
は
立
祭
い
た
し
主
し
て
、
理
事
会
の
承
認
を
得

る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
そ
の
後
五
月
二
十
二
日
の
理
事
会
で
追
加
柿
正

を
い
た
し
宣
し
た
e

そ
の
結
果
の
累
計
で
ど
ざ
い
主
す
e

新
規
介
と
い
た
し
ま
し
て
、
受
託
工
事
・
市
民
セ
ン
タ
ー
冷
房
等
設
備
工

事
の
関
係
を
受
託
い
た
し
主
し
た
た
め
に
、
と
の
工
事
資
六
千
三
百
万
円
‘

諸
経
質
三
百
八
十
万
円
を
加
え
主
し
て
六
千
六
百
八
十
万
円
と
い
う
計
画
で

ど
ざ
い
ま
す
。

継
続
分

K
っ
き
主
し
て
は
、
従
前
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
委
託
を
受
け
て
な
h
y

主
ず
関
係
の
継
続
分
で
ど
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
今
回
と
と
で
新
た

κ上
っ

て
主
い
り
吏
し
た
の
が
、
継
続
分
そ
れ
か
ら
分
譲
関
係
の
そ
れ
ぞ
れ
下
段
の

ほ
う
に
ど
ざ
い
主
す
国
有
地
払
い
下
げ
闘
係
で
ど
ざ
い
主
す
。

ζ
比
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い
は
渚
住
宅
団
地
の
用
地
の
中

K
農
林

省
有
地
が
ど
ざ
い
主
し
て
.
と
れ
が
払
い
下
げ
の
闘
係
で
国
有
地
に
か
わ
る

直
前
の
旧
地
主

κ払
い
下
げ
る
と
い
う
た
て
空
え
の
関
係
か
ら
、
と
れ
が
六

軒
町
の
共
有
地
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
非
常

K
手
続
き
上
共
有
関

係
の
手
続
き
が
非
常
に
ふ
〈
そ
ラ
し
て
な
り
ま
し
て
長
引
い
て
か
っ
た
も
の

で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘
と
れ
が
五
十
一
年
度
中
陀
結
果
を
生
ず
る
よ
う
な
形

κ

な
る
見
通
し
が
ほ
ぼ
出
て
貴
い
h
y
主
し
た
関
係
で
.
一
応
と
と
で
そ
れ
ぞ
れ

内
定
し
て
な
り
ま
す
敏
を
計
上
さ
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
c

教
育
セ

y
タ
l
関
係

K
・
か
き
ま
し
て
四
百
六
十
八
万
円
、
渚
住
宅
団
地
の
関

係

κ
っ
き
主
し
て
は
百
二
十
八
万
九
千
円
、
そ
の
他
諸
経
資
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
ら
を
合
わ
せ
生
し
て
、
土
地
取
得
闘
係
で
五
百
九
十
六
万
九
千
円
、

工
事
は
市
民
セ
ン
タ
ー
の
冷
房
工
事
関
係
と
既
成
団
地
補
修
民
係
百
万
円
を

見
込
み
主
し
て
六
千
問
百
万
円
、
諸
経
質
関
係
が
ほ
と
ん
ど
と
れ
ば
利
子
。

支
払
い
関
係

K
な
り
ま
す
が
‘
一
億
一
千
四
百
二
十
一
万
二
千
円
、
合
計
い

た
し
立
し
て
一
億
八
千
四
百
十
八
万
一
千
円
と
い
う
計
画
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ

K
対
し
主
す
次
の
一
三
ペ
ー
ジ
の
資
金
計
画
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
事

業
収
益
と
い
た
し
ま
し
て
一
億
八
千
百
四
十
五
万
一
千
円
、
と
れ
は
市
の
受

託
建
物
、
舗
装
関
係
で
市
か
ら
支
払
い
を
受
け
る
予
定
額
で
あ
っ
た
わ
け
で

ど
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
は
計
上
い
た
し
ま
し
た
全
額
を
五
月
三
十
一
日
に
入

金
済
み
で
ど
ざ
い
主
す
。

次

κ債
務
収
入
と
い
た
し
主
し
て
三
億
五
千
八
百
五
十
万
円
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
先
ほ
ど
の
新
規
事
業
の
市
民
セ
ン
タ
ー
凶
係
と
継
続
出
係
の
受
託
闘

係
、
そ
れ
か
ら
と
れ
ら
の
公
社
と
し
て
の
運
転
資
金
凶
係
の
借
入
出
係
で
ど

ざ
い
主
す
。

次
の
基
本
的
収
入
が
資
本
金
、
そ
れ
か
ら
出
資
金
等
の
、
そ
の
他
経
常
の
‘

一
般
会
計

i
市
の
会
計
で
い
き
主
し
て
設
計
貌
金
尉
係
の
預
金
利
子
、
そ
う

い
っ
た
関
係
で
ど
ざ
い
主
す
e

そ
れ
か
ら
前
年
度
の
繰
越
金
収
入
五
百
二
十
九
万
六
千
円
、
雑
収
入
と
し

て
一
応
十
万
円
、
合
計
が
五
億
四
千
五
百
五
十
三
万
三
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

支
出
の
計
画
と
い
た
し
主
し
て
は
、
事
業
資
で
一
億
九
千
八
百
三
十
五
万

三
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
中
で
給
料
、
そ
の
他
一
般
管
制
措
貨
が
千
四

百
十
七
万
二
千
円
、
そ
れ
か
ら
新
規
事
業
の
市
民
セ
ン
タ
ー
嗣
係
六
千
三
百
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継
続
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
先
ほ
ど
申
し
上
げ
主
し
た
払
い
下
げ
土

地
の
尉
係
等
、

・そ
れ
か
ら
補
修
工
事
、
そ
れ
ら
を
予
定
い
た
し
吏
し
て
七
百

二
十
六
万
七
千
円
、
そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
借
入
金
凶
係
の
刺
子
の
支
払
い
と
い

た
し
ま
し
て
一
億
一
千
三
百
九
十
一
万
四
千
円
で
ど
ざ
い
生
し
て
、
さ
ら
に

借
入
金
樹
係
の
回
転
の
累
計
と
い
た
し
全
し
て
三
億
四
千
百
五
十
五
万
を
予

定
い
た
し
主
し
て
.
合
計
五
億
三
千
九
百
九
十
万
三
千
円
。
資
金
収
入
、
支

出
の
差
し
引
き
五
百
六
十
三
万
円
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
い
き
た
い
と
い

う
計
画
の
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
。

簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
主
す
。

報
告
第
三
号
財
団
法
人
館
山
市
、環
境
保
全
公
社
の
経
営
状
況
説
明
絡
の

提
出

K
つ
い
て

(
衛
生
課
長
石
井
謀
君
登
壇
)

O
衛
生
課
長
(
石
井
謀
君
)
続
き
主
し
て
報
告
第
三
号
財
団
法
人
館
山
市

環
境
保
全
公
社
の
経
営
の
状
況
を
御
説
明
申
し
上
げ
立
す
c

主
ず
最
初
の
事
業
の
概
況
報
告
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
と
の
概
況
報
告

K
つ

き
ま
し
て
は

b
手
も
と
の
報
告
容

κよ
っ
て
御
了
承
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

万
円
、

い
ま
す
e

二
ペ
ー
ジ
の
損
益
計
鉾
轄
に
つ
き
ま
し
て
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
e

事
業
収
益
の
う
ち
事
業
収
入
と
い
た
し
圭
し
て
七
千
六
百
同
十
三
万
一
千
八

百
九
十
五
円
、
と
れ
に
つ
き
主
し
て
は
し
尿
収
入
処
理
手
数
料
一
ヵ
年
分
の

調
定
額
で
ど
ざ
い
主
す
c

B
の
事
業
針
用
と
い
た
し
・
主
し
て
、
給
与
軒
一
の
五
千
八
十
三
万
四
千
四
百

三
十
四
円
は
現
業
職
員
二
卜
名
、
事
務
職
員
三
名
の
給
料
、
そ
品
川
か
ら
諸
手

当
、
法
定
福
刺
軒
、
退
職
給
与
金
、
と
れ
を
合
わ
せ
た
も
の
で
ど
ざ
い
主
寸

が
、
事
業
収
入

K
対
ず
る
人
件
費
率
と
い
た
し
吏
し
て
六
六
・
五
一
%
に
相

な
っ
て
が
り
主
す
れ

経
費
の
千
四
百
二
十
九
万
五
百
二
十
九
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

の
主
な

も
の

K
っ
き
主
し
て
は
燃
料
段
、
修
繕
校
、
自
動
車
胤
係
の
保
険
料
、
消
耗

品
及
び
備
品
、
そ
れ
か
ら
集
金
の
委
託
料
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
他
印
刷
製

本
計
と
か
、
あ
る
い
は
福
利
厚
生
費
、
そ
う
い
う
よ
う
な
も
の
を
総
合
、
合

わ
し
主
し
た
額
で
ど
ざ
い
主
す
。

次

K
減
価
償
却
資
八
百
万
七
千
百
四
十
五
円

K
つ
き
ま
し
て
は
、
車
両
十

一
台
分
の
大
蔵
省
令
K
基
づ
き
主
ず
と
ζ

ろ
の
定
率
法
に
よ
っ
て
算
定
し
た

額
で
ど
ざ
い
主
す
。

事
業
利
義
と
い
た
し
ま
し
て
三
百
二
卜
九
万
九
千
七
百
八
十
七
円

κ
つ
い

て
は
、
単
純
利
益
で
ど
ざ
い
主
す
。

次
に
経
常
損
益
計
算
の
部
と
い
た
し
主
し
て
、
目
の
事
業
外
収
益
と
い
た

し
主
し
て
六
十
一
万
一
千
八
百
三
十
七
円
で
す
が
、

ζ

れ
は
受
け
取

b
利
息

そ
れ
か
ら
と
れ
は
定
期
並
び

κ普
通
預
金
の
刑
息
と
、
雑
収
入
と
い
た
し
ま

し
て
前
年
皮
葱
商
事
故
に
よ
る
分
の
保
険
収
入
で
ど
ざ
い
ま
す
e

wの
市
中
業
外
科
b

用
と
い
た
し
宜
し
て
四
百
六
十
六
万
五
千
凶
十
一
円
に
つ

い
て
は
、
支
払
い
利
息
で
ど
ざ
い
生
す
c

と
の
敏
は
三
百
五
十
九
万
五
千
九

百
問
十
八
円
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
借
入
金
三
千
五
百
万
円
、
と
れ
が
一
カ
年

分
、
と
れ
は
運
営
資
で
ご
ざ
い
立
す
。
そ
れ
か
ら
三
百
万
円
、

ζ
れ
は
約
十

カ
月
借
用
い
た
し
主
し
た
ん
で
す
が
、
夏
季
の
職
員
の
手
当
と
し
て
支
払
っ

た
介
で
ど
ざ
い
・
2
す
。
刺
惑
は
い
ず
れ
も
九
・
六
%
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業
外
技
用
と
い
た
し
空
し
て
十
四
万
四
千
七
百
四
十
三
円
で

ど
ざ
い
主
す
が
、
四
十
九
年
度
分
の
貸
し
倒
れ
得
、
そ
れ
か
ら
調
定
誤
謬
で

-1 H-

と
ざ
い
ま
す
r

次

K
貸
倒
引
当
金
繰
入
紙
と
い
た
し
ま
し
て
十
二
万
五
千
三
百
五
十
円
で



ど
ざ
い
ま
す
e

と
れ
仕
法
人
税
法
に
悲
・
つ
い
て
計
質
し
た
額
で
ど
ざ
い
主
す
e

次

κ退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
七
十
九
万
九
千
円

κっ
き
・
そ
し
て
も
、
法

人
税
法
代
骨
格
づ
き
空
し
て
計
算
し
た
額
で
ど
ざ
い
主
す
。

経
常
剰
添
と
い
た
し
主
し
て
、
差
し
引
き
七
十
五
万
三
千
四
百
十
七
円
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
で
ど
ざ
い
主
す
。

次

κ純
損
訴
計
算
の
部
と
い
た
し
主
し
て
、
五
番
目
の
特
別
刑
訴
に
つ
-
き

空
し
で
は
な
し
で
ど
ざ
い
吏
す
。

次
に
特
別
損
失
で
ご
ざ
い
主
す
が
、
固
定
資
産
の
売
払
掲
十
問
万
四
百
十

八
円
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
は
同
十
六
年
K
購
入
い
た
し
主
し
た
車
両
一

台
分
の
売
却
損
で
ど
ざ
い
主
す
。
と
れ
は
使
用
が
不
可
能

κ在
っ
た
車
両
一

台
分
で
ご
ざ
い
杢
す
e

次

K
税
引
前
の
当
期
純
刺
益
と
い
た
し
主
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
の
八
十
九
万

三
千
八
百
三
十
五
円
、
そ
れ
か
ら
当
期
剰
接
と
い
た
し
主
し
て
マ
イ
ナ
ス
八

十
九
万
六
千
八
百
三
十
五
円
、
前
期
繰
越
刑
放
と
い
た
し
主
し
て
マ
イ
ナ
ス

の
千
百
二
十
一
万
問
千
五
百
三
十
三
円
、
当
期
未
処
分
刺
益
と
い
た
し
吏
し

て
マ
イ
ナ
ス
の
千
二
百
十
一
万
一
千
三
百
六
十
六
円
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い

主
す
c
続
き
主
し
て
三
ペ
ー
ジ
の
貸
借
対
照
表
、
全
ず
資
産
の
部
で
ど
ざ
い
主
す

が
、
流
動
資
産
ー
と
れ
は
現
金
預
金
、
未
収
金
合
わ
せ
主
し
て
二
千
六
十

四
万
二
千
九
百
六
十
八
円
で
ど
ざ
い
主
す
F

未
収
金
山
聞
係
に
つ
き
ま
し
て
は
千
四
十
四
万
六
千
五
百
五
十
円

κ相
な
っ

て
b
h
y
主
す
が
、
と
れ
ば
三
月
分
の
〈
み
取
り
料
金
が
集
金
人

K
-主
だ
納
付

轡
並
び

κ領
収
証
を
交
付
し
て
ど
ざ
い
主
せ
ん
の
で
、
と
う
い
う
よ
う
な
額

K
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
η

次
に
固
定
資
産
に
つ
き
ま
し
て
、

一
の
有
形
固
定
資
産
、
車
両
十
一
台
分

と
れ
は
八
百
二
十
五
万
三
千
七
百
二
円
K
相
な
っ
て
な
り
主
す
。

負
債
の
部
と
い
た
し
主
し
て
、
流
動
負
債
で
短
期
借
入
金
三
千
五
百
万
円

そ
れ
か
ら
未
払
い
費
用
四
百
十
二
万
三
千
三
百
四
十
三
円

κつ
き
ま
し
て
は

と
れ
ば
人
件
費

i
ベ

l
ス
ア
y
プ
分
の
差
額
が
主
な
も
の
で
ど
ざ
い
主
ナ
e

そ
れ
か
ら
預
り
金
、
前
受
け
金
、
税
充
当
金
を
合
わ
せ
ま
し
て
‘
流
動
負

債
の
合
計
が
三
千
九
百
二
十
一
万
問
千
三
十
八
円

K
相
な

b
主
す
。

次
K
国
定
負
債
の
合
計

K
っ
き
全
し
て
七
十
九
万
九
千
円
、
負
債
の
合
計

が
阿
千
一
万
三
千
三
十
八
円
で
ど
ざ
い
主
す
c

資
本
の
部
と
い
た
し
主
し
て
、
資
本
金
百
万
円

K
っ
き
主
し
て
は
、
市
よ

り
出
資
金
と
し
て
の
額
で
ど
ざ
い
主
す
c

次
に
剰
余
金

K
っ
き
主
し
て
申
し
上
げ
主
す
。
前
期
繰
越
利
益
マ
イ
ナ
ス

の
千
百
二
十
一
万
四
千
五
百
三
十
三
円
、
当
期
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
の
八
十
九

万
六
千
八
百
三
十
五
円
、
合
計
い
た
し
宜
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
千
二
百
十
一
万

一
千
三
百
六
十
八
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

財
産
目
録
、
そ
れ
か
ら
刺
援
金
計
算
副
首
及
び
処
分
計
算
告
に
つ
き
宣
し
て

は
、
損
益
計
算
替
及
び
貸
借
対
照
表
に
よ
っ
て
内
容
を
申
し
上
げ
立
し
た
の

で
‘
と
と

κhw一
示
し
し
て
ご
ざ
い
主
ナ
内
容
K
よ
っ
て
御
了
承
を
賜
り
た
い

と
也
い
吏
す
。

続
き
主
し
て
五
十
一
年
度
の
事
業
計
画
の
主
な
も
の

K
つ
い
て
申
し
上
げ

-古・

4
T
C
業
務
の
予
定
量
と
い
た
し
主
し
て
、
市
内
全
地
域
月
平
均
一
万
八
百
世
帯

の
収
集
を
行
な
っ
て
な
h
y
主
す
。

収
集
畳
K
い
た
し
生
し
て
、
月
平
均
千
五
百
四
十
六
キ
ロ
リ
y
ト
ル
で
ど

ざ
い
主
す
c

一
日
平
均
が
約
六
十
二
キ
ロ
リ
y
ト
ル
で
ど
ざ
い
立
す
。

資
産
購
入
計
画
と
い
た
し
宜
し
で
は
、
前
年
度
計
画
い
た
し
吏
し
た
職
員

-14-
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の
詰
め
所
及
び
車
庫
の
新
築
に
つ
き
去
し
て
は
、
敷
地
の
地
権
者
の
相
続
権

を
め
he
、
り
ま
し
で
若
干
の
問
題
が
ど
ざ
い
在
し
た
。
そ
う
い
う
よ
う
念
川
関
係

で
遅
延
い
た
し
て
b
L
Y
圭
し
て
、
詰
め
所

κ
つ
ぎ
主
し
て
は
プ
レ
ハ
ブ

κよ

っ
て
行
っ
て
か
h
y
主
す
が
、
本
年
同
月
代
ょ
う
や
〈
と
の
問
題
が
解
決
い
た

し
主
し
て
、
現
在
畿
地
を
完
了
い
た
し
主
し
て
、
施
設

K
つ
い
て
は
早
急

K

完
了
す
る
よ
う

K
努
力
を
い
た
ず
所
存
で
ど
ざ
い
主
す
e

し
尿
収
集
車
の
購
入
計
画
に
つ
き
主
し
て
は
、
二
ト
ン
車
一
台
は
問
十
六

年

K
購
入
し
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
耐
用
年
数
が
経
通
し
て
使
用
が

不
能
に
な
っ
た
た
め
に
交
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
吏
す
c

主
た
四

ト
ン
車

K
つ
き
ま
し
て
は
事
業
所
等
の
多
量
な
個
所
を
重
点
に
収
集
い
た
し

ま
し
て
、
経
営
の
合
理
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
宣
す
れ

予
算
凶
係
に
つ
き
主
し
て
申
し
上
げ
主
す
と
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

κ

つ
い
て
.
収
入
と
い
た
し
主
し
て
八
千
九
百
三
十
四
万
は
五
十
一
年
度
の
事

業
収
入
・
〈
み
取
り
手
数
料
及
び
事
業
外
収
益
等
合
わ
せ
主
し
た
額
を
見
込

ん
だ
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
c

支
出

κ
bき
ま
し
て
九
千
百
一
万
内
千
円
に
つ
き
主
し
で
は
、
事
業
許
用

八
千
六
百
九
十
一
万
円
、
事
業
外
使
用
三
百
六
万
四
千
円
、
そ
れ
か
ら
予
怖

政
五
十
万
円
を
見
込
み
‘
交
し
た
合
計
額
マ
ど
ざ
い
主
す
c

次

K
資
本
的
収
入
及
び
+
又
出
K
っ
き
主
し
て
、
主
ず
収
入
と
い
た
し
主
し

て
千
七
百
六
万
九
千
円
、

ζ

九
は
借
入
金
を
見
込
ん
で
ど
ざ
い
主
す
c

支
出
と
い
た
し
主
し
て
千
七
百
六
万
九
千
円

κっ
き
空
し
て
は
、
資
産
取

得
費
と
償
還
金
千
円
在
存
目
見
込
ん
だ
鋲
で
ど
ざ
い
主
ず
r

内
容
と
い
た
し

ま
し
て
は
車
両
二
台

l

-二
ト
ン
車
‘
問
ト
ン
車
各
一
台
で
ど
ざ
い
主
す
F

そ
れ
か
ら
電
話
の
架
設
.
建
物
及
び
宅
地
造
成
質
、
と
れ
を
合
わ
し
ι
ん
も
の

が
千
七
百
六
万
八
千
円

K
相
な
る
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
。

'，( 

以
上
簡
単
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
報
告
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
主
す
c

議
案
第
三
十
九
号
館
山
市
文
化
財
の
保
匙

K
闘
す
る
条
例
の
制
定

K
つ

い
て

(
社
会
教
育
課
長
川
名
僧
君
登
壇
)

O
社
会
教
育
課
長
〈
川
名
備
君
)
統
き
ま
し
て
議
採
第
三
十
九
号
館
山
市

文
化
財
の
保
護
K
闘
す
ゐ
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
主
す
。

制
定
の
要
旨
に
つ
き
主
し
て
は
、
け
さ
ほ
ど
い
巾
長
の
援
策
魁
由
の
中
で
御

説
明
申
し
上
げ
た
と
な
り
で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
内
容

κ
つ
き
ま
し
て
、
重

点
と
左
ゐ
よ
う
な
と
と
ろ
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
第
二
条
の
凶
係
で
ど
ざ
い
去
す
が
、
こ
れ
は

文
化
財
の
定
義

K
つ
い
て
で
ど
ざ
い
去
す
。
場
行
条
例
の
中
の
民
俗
資
料
の

名
称
を
民
俗
文
化
財

K
改
め
る
と
い
う
と
と
、
と
同
時

κ民
俗
芸
能
を
民
俗

文
化
財
の
中
に
格
上
げ
し
て
位
世
づ
け
た
も
の
で
あ
・
り
ま
す
。

第
二
点
目
で
ど
ざ
い
去
す
が
.
と
れ
ば
主
と
し
て
第
十
二
条
の
出
版
加
に
な

-U
立
す
。
保
存

κ影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
制
で
ど
ざ
い
生
す
が
、
利
引
行

条
例
k
h
f
き
主
す
と
と
ろ
の
裂
状
変
更
の
許
可
制
を
拡
充
い
た
し
主
し
て
・

保
存

κ影
響
企
及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
も
許
可
制
の
対
象
と
し
た
と
い
う
ζ

と

で
ど
ざ
い
ま
す
。

な
な
、
現
状
変
更
等
の
不
許
可
等
に
つ
い
て
の
補
償
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

現
状
変
更
等
の
許
可
令
得
ゐ
ζ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
る
ゐ
い
は
条
件

を
付
さ
れ
た
が
た
め

κ損
失
を
と
う
む
っ
た
者

κ対
し
て
、
通
常
生
ず
べ
き

損
失
を
補
償
す
る
と
と
と
い
た
し
た
い
駄
で
ど
ざ
い
主
す
。

第
三
点
と
い
た
し
走
し
て
、
第
三
章
の
第
十
九
条
か
ら
二
十
三
条
に
わ
た

る
間
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
文
化
財
の
保
存
技
術
に
か
か
る
保
説
制
度
を
新
し

〈
設
け
た
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
P
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主
ず
そ
の
う
ち
の
第
一
点
と
い
た
し
全
し
て
、
文
化
財
の
保
存
の
た
め
欠

ぐ
と
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
、
生
た
は
技
能
で
、
保
存
の
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
あ
ヴ
の
も
の

K
つ
い
て
、
選
定
保
存
技
術

κ選
定
す
ゐ
と
と
が
で

き
る
と
と
と
し
、
と
・の
場
合
侠
持
者
、
全
た
は
保
存
団
体
を
認
定
で
き
る
主

う

κし
た
点
、
で
ど
ざ
い
主
す
P

続
き
ま
し
て
二
十
二
条
、
選
定
保
存
技
術
の
侭
存
の
た
め
み
ず
か
ら
記
録

を
作
成
し
、
あ
る
い
は
伝
承
者
の
雰
成
、
そ
の
他
保
存
の
た
め

K
必
要
と
認

め
ら
れ
ゐ
も
の
に
つ
い
て
適
正
な
措
置
を
と
れ
ぶ
よ
う
に
す
る
e

も
う
一
項
、
二
十
三
条
に
な
り
主
す
が
、
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
保
持

者
、
保
存
旬
体
、
そ
の
他
保
存

K
当
た
る
ζ

と
を
適
当
と
認
め
ム
れ
る
も
の

K
対

L
指
導
助
言
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
、

.そ
う
い
う
点
で
ど
ざ
い
立
す
e

第
四
点
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
文
化
財
客
議
制
度
の
改
制
で
ど
ざ
い
立
す
が

現
行
条
例

κな
き
立
す
文
化
財
審
議
委
員
、
あ
あ
い
は
専
門
委
員
制
度
比
か

え
主
し
て
、
新
し
〈
付
属
機
闘
と
し
て
の
合
議
体
の
調
査
、
諮
問
機
凶
と
し

て
文
化
財
審
議
会
、
そ
う
い
っ
た
審
議
会
を
設
置
す

rt
そ
う
い
う
と
と
で

ど
ざ
い
全
す
e

第
五
点
は
罰
則

K
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
所
要
の
整
備
を
行
い
吏
し
た
e

具
体
的

K
は
罰
金
、
あ
る
い
は
科
料
の
額
一
万
円
以
下
だ
っ
た
も
の
を
三
万

円
以
下
に
改
め
る
。

以
上
の
点
で
ど
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
ぐ
な
願
い
い
た
し
主
す
F

議
案
第
四
十
号
館
山
市
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理

K
闘
す
る

条
例

ω
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
衛
生
課
長
石
井
謀
君
登
壊
)

O
衛
生
課
長
(
石
井
謀
定
)
議
案
第
四
十
号
館
山
市
廃
禁
物
処
理
施
設
の

設
置
及
び
管
制
措
に
山
闘
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

御
説
明
を
市
中
し
土
げ
主
す
。

酋
長
町
の
衛
生
処
理
場
は
、
昭
和
四
十
凶
年
の
十
月
か
ら
民
有
地
を
借
り

上
げ
て
使
用
し
て
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
契
約
の
期
間
が
満
了
い

た
し
主
し
て
‘
そ
の
土
地
を
整
地
及
び
排
水
路
の
整
備
が
完
了
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
と
れ
企
返
還
い
た
し
空
し
て
、
新
し
ぐ
大
字
佐
野
の
待
沢
の
民
有

地
一
万
六
千
六
百
九
十
八
平
米
を
処
裂
場
と
し
て
設
置
し
た
い
と
い
う
と
と

で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
よ
ろ
し
ぐ
な
願
い
申
し

t
げ
ま
す
c

談
笑
第
四
十
一
号
館
山
市
消
防
賞
じ
申
つ
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
K
つ
い
て

(
防
災
課
長
羽
山
一
房
雄
君
登
壇
)

O
防
災
課
長
(
羽
山
一
房
雄
君
)
議
案
第
閉
十
一
号
K
つ
い
て
御
説
明
い
た
し

主
ナ
F

と
の
た
び
消
防
表
彰
規
程
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
r

今
回
の
改
正
は

最
近
に
な
け
る
と
と
ろ
の
経
済
情
勢
変
動

κか
ん
が
み
ま
し
て
、
賞
じ
ゅ
っ

金
の
額
を
全
体
的
に
二
O
%
か
ら
三
三
%
引
き
上
げ
主
し
て
、
消
防
団
員
の

処
凋
の
改
善
を
図
ろ
う
と
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
c

今
月
の
二
日

K
県
か

ら
一
ホ
さ
れ
主
し
た
条
例
準
則
に
よ
り
主
し
て
、
館
山
市
の
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金

の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

b
主
す
。

逐
条
解
説
を
申
し
上
げ
主
す
と
、
第
三
条
第
一
号
は
殉
職
者
賞
じ
申
つ
金

の
金
額
を
規
定
し
た
条
項
で
あ
・
り
ま
す
の
「
二
百
五
十
万
円
以
上
千
万
円
」

と
あ
る
の
を
「
三
百
万
円
以

k
千
三
百
万
円
」
に
改
め
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で

ど
ざ
い
吐
ナ
c

同
条
第
二
号
は
、
障
害
者
賞
じ
ゅ
つ
金
の
故
高
限
度
鋲
の
盆
額
を
規
定
し

た
条
項
で
ど
ざ
い
吏
す
が
、
と
れ
も
八
百
五
十
万
円
を
千
百
万
円

κ改
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
さ
ら

K
降
害
の
等
級
の
区
分
ど
と

κ功
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銭
置
耳
，U
管
判
司

K
Uす
局
者
訓
V
F

nlJt河
じ
さ
』

'
Jj
d
F
4ノ

t
i
t
i
l
ei-
-

労
の
程
度

K
よ
っ
て
定
め
ら
れ
主
し
た
別
表
を
次
の
よ
う
代
改
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
c

以
上
よ
ろ
し
〈
念
願
い
い
た
し
ま
す
e

議
案
第
四
十
二
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
歩
る

条
例
の
制
定

κ
つ
い
て

(
保
健
課
長
越
路
良
夫
君
登
壇
〉

。
保
健
課
長
(
越
路
良
夫
君
)
議
案
第
削
十
二
号
の
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

K
出
速
い
た
し
ま
し
て
.
昭
和
五
十
一
年
度
本
算
定
の
基
礎
と

な
り
是
す
調
定
見
込
み
頓
に
つ
き
主
し
て
先
に
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
と

三
月
議
会
の
当
初
予
算
の
説
明
に
な
き
ま
し
て
・
調
定
見
込
み
樹
、
予
算

傾
等
申
し
上
げ
主
し
た
が
、
過
日
昭
和
五
十
年
度
の
収
支
が
終
了
い
た
し
全

し
た
結
巣
、
八
千
三
百
六
万
三
千
円
余
の
黒
字
決
算
を
遂
げ
る
と
と
が
で
き

た
わ
け
で
ど
ざ
い
吏
す
c

ζ

れ
を
本
年
度
へ
繰
り
越
す
と
い
う
と
と
に
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
が

繰
越
金

κっ
き
主
し
て
は
当
初
予
算
時
点
で
一
千
四
百
万
円
の
予
材
料
計
上
を

す
で

K
し
て
あ
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。
そ
と
で
そ
の
差
は
六
千
九
百
万
円

余
と
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
今
回
と
の
う
ち
三
千
六
百
万
円
を
波
ヂ

分

K
充
当
い
た
し
た
い
。
通
算
い
え
し
主
す
と
五
千
万
円
が
減
税
分
相
当
柄

と
相
な
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
e

以
上
の
結
果
、
収
納
割
合
を
勘
案
い
た
し
主
し
て
、
本
年
度
の
詞
定
見
込

み
舗
を
四
億
三
千
七
十
六
万
七
千
円
と
見
込
ん
だ
わ
け
で
ど
ざ
い
立
す
r

と

れ
は
一
世
帯
当
た
り
-
の
謀
税
額
に
み
ま
す
と
問
万
九
千
六
百
二
十
八
円
と
な

ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘
前
年
同
期
と
比
較
を
い
た
し
主
す
と
九
・
一
%

の
引
き
上
げ
と
な
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
わ

以
上
が
本
年
度
の
調
定
見
込
み
傾
の
説
明
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
税
務
課
長
小
倉
澄
男
君
登
痘
)

O
税
務
課
長
(
小
倉
澄
男
君
)
そ
れ
で
は
た
だ
い
ま
の
保
健
謀
長
の
説
明
に

引
き
続
き
主
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
四
十
二
号
議
集

に
つ
き
全
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
c

主
ず
な
手
も
と

κ別
κ
一
枚
案
分
資
料
が
含
ま
れ
て
b
h
y
ま
す
の
で
、
御

配
付
し
て
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
主
ナ
。

た
だ
い
ま
保
健
課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
主
し
た
と
か
夕
、
本
年
度
の
本
算

定
K
よ
h
y
主
す
ゐ
調
定
総
額
を
四
億
三
千
七
十
六
万
七
千
円
と
い
た
し
た
い

と
い
う
と
と
を
恭
礎
と
い
た
し
ま
し
て
、
と
の
出
余
分
率
を
試
算
い
た
し
た
わ

け
で
ど
ざ
い
主
ナ
が
‘
国
民
健
康
保
険
税
は
説
税
限
成
制
と
か
低
所
得
者
層

の
軽
減
、
い
わ
ゆ
ゐ
十
二
条
軽
減
と
巾
し
主
す
か
、
そ
れ
か
ら
擬
制
世
帯
の

軽
減
と
い
う
よ
う
な
軽
減
額
が
課
税
総
舗
に
な
い
て
と
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

の
舗
を
総
額
で
一
億
六
千
四
百
凶
十
三
万
三
千
円
と
予
定
い
た
し
主
し
て
、

結
果
的
に
阿
倍
三
千
七
十
六
万
七
千
円
プ
ラ
ス
一
億
六
千
四
信
四
十
三
万
三

千
円
、
計
五
億
九
千
五
百
二
十
万
を
訟
税
し
て
、
は
じ
め
て
四
億
三
千
七
十

六
万
七
千
円
の
調
定
が
可
能
で
あ
ゐ
と
い
う
と
と
に
相
な
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
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ま
す
れそ
れ
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

κょ
b
ま
し
て
国
民
健
康
保
険
税
条
例

K
基
づ
き
ま
す
る
案
分
の
方
法
が
ど
ざ
い
主
す
が
、
そ
れ
を
応
能
六
O
%
‘

応
益
阿
O
%
と
い
う
案
分
率

K
分
け
ま
し
て
試
算
い
た
し
重
し
た
結
果
、
本

年
い
は
は
最
も
保
険
税
負
担
の
公
平
を
得
ら
れ
る
率
が
応
益
の
ほ
う
は
均
等
割

h
J
二
六
、
平
等
割
h
y

一
四
の
率
は
昨
年
と
同
率
、
た
だ
応
能

κか
き
ま
し
て

安
分
惑
の
基
準
と
な
り
士
す
、

ζ

ち
ら

K
ど
ざ
い
主
す
積
み
上
げ
鋭
、
町
民

税
所
符
総
額
並
び

K
固
定
資
産
税
の
総
織
が
昨
年

κ比
べ
主
し
て
、
市
民
税

の
所
得
総
綴

k
h
u
き
主
し
て
一
O
'
六
%
、
そ
れ
か
ら
資
産
税
総
額

κな
き



全
し
て
一
一
・
一
%
の
増
を
み
て
な
り
ま
す
関
係
上
、
応
能
割
り
の

ほ
う
の

課
税
の
配
分
割
合
を
昨
年
は
所
得
が
閉
三
、
資
産
が
一
七
で
ど
ざ
い
ま
し
た

が
、
と
れ
を
一
%
変
更
い
た
し
主
し
て
、
資
産
か
ら
一
と
り
立
し
て
資
産
を

二
ハ
、
・
所
匁
ー
を
凶
聞
と
い
う
配
介
割
合
に
い
た
し
空
し
た
結
果
、
所
定
の
問

億
三
千
七
十
六
万
七
千
円
を
調
定
で
き
る
と
い
う
試
算
が
で
き
主
し
た
の
で

と
の
案
分
を
も
ち
主
し
て
課
税
を
い
た
し
て
い
き
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ

い
主
す
。

な
な
、
地
方
税
法
七
百
三
条
の
問

K
ど
ざ
い
主
す
る
、
い
わ
ゆ
る
十
二
条

軽
減
と
い
う
額
で
ど
ざ
い
主
す
る
が
、

ζ

の
軽
減
を
そ
の
プ
リ
ン
ト
の
下

K

ど
ざ
い
主
す
よ
う
な
一
号
該
当
が
均
等
割
h
y

一
人

K
っ
き
三
千
三
百
二
十
円

そ
れ
か
ら
世
帯
別
平
等
割
b
k
h
g
き
主
し
て
五
千
三
百
七
十
円
、
さ
ら
に
二

号
該
当

k
b
き
主
し
て
均
等
割
hJ
額
が
二
千
二
百
十
円
、
世
帯
別
平
等
割
h
y

額
が
一
世
帯

K
っ
き
三
千
五
百
八
十
円
の
額

K
相
在
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
吏

す
P

と
の
割
合
を
受
け
主
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
e

そ
れ
で
は
条
文
の
説
明
に
移
り
た
い
と
存
じ
全
す
が
、
主
ず
第
二
条
中
の

十
二
万
円
を
十
五
万
円
で
ど
ざ
い
空
す
が
、
と
れ
ば
最
初
に
説
明
す
れ
ば
よ

か
っ
た
ん
で
ど
ざ
い
全
す
が
、
昨
年
以
来
い
わ
ゆ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
最

高
限
度
額
が
十
二
万
で
あ
っ
て
‘
十
二
万
以
ト
-
の
方
は
幾
ら
多
ぐ
て
も
十
二

万
K
押
さ
え
て
し
主
う
と
い
う
の
で
、
と
れ
は
対
し
て
い
ま
少
し
や
は
り
限

度
目
制
を
伸
ば
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
念
世
論
が
ど
ざ
い
ま

し
た
結
果
、
国
会
等

K
な
い
て
も
と
れ
は
審
議
さ
れ
空
し
た
結
果
、

ζ

の
地

方
税
法
が
改
正

κな
り
主
し
て
、
十
五
万
円

K
な
っ
た
と
い
う
法
を
受
け
主

し
た
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
所
得
割
り
の
笑
介
の
割
合
は
四
十
四

κな
り
主
し
た
が
、
実
質

案
八
万
率
は
百
分
の
二
百
二
十
そ

の
主
主
で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
第
三
条
の
改

正
は
い
た
し
主
せ
ん
c

そ
し
て
、
第
四
条
の
資
産
制
h
y
を
‘
昨
年
の
百
分
の
六
十
七
が
百
分
の
六

十

K
相
な
勺
た
た
め

κ、
と
れ
を
六
十

K
改
正
い
た
し
た
い
e

部
五
条
が
均
等
割
り
の
敏
の
改
正
。
昨
年
が
五
千
五
百
二
十
円
を
六
千
円

に
改
正
い
た
し
た
い
e

第
五
条
の
こ
の
世
帯
別
平
等
割
り
を
、
昨
年
が
八
千
九
百
四
十
円
を
九
千

六
百
円

K
改
め
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
止
す
c

そ
れ
か
ら
第
十
二
条
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
ば
低
所
得
者
層
の
負
担
軽

減
と
い
う
よ
う
な
と
と
に
な
ぎ
主
す
地
方
税
法
の
七
百
三
条
の
問
の
規
定
の

適
用
で
ど
ざ
い
主
す
e

と
れ
ば
一
号
、
二
号
該
当
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
一
号

該
当
は
先
ほ
ど
申
し
主
し
た
よ
う

K
均
等
割
り
の
軽
減
す
る
舗
で
ど
ざ
い
ま

す
ね
、
そ
れ
を
二
千
五
百
六
十
円
を
三
千
三
百
二
十
円
‘
ぞ
れ
か
ら
平
等
割

り
を
阿
千
百
十
円
を
五
千
三
百
七
十
円

K
改
め
た
い
と
い
う
と
と
と
、
さ
ら

κ二
号
該
当
の
う
ち
に
、
と
れ
は
い
わ
ゆ
る
所
得
総
額
が
基
礎
控
除
頒
十
九

万
以
下
の
も
の
が
一
号
該
当
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が
二
号

該
当
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
そ
の
一
号
以
外
の
も
の
の
場
合
の
算
定
の
基
準
と

い
た
し
主
す
る
基
礎
控
除
以
外
の
試
貨
の
算
出
の
基
準
が
十
三
万
で
ど
ざ
い

ま
し
た
が
、
と
れ
も
地
方
税
法
の
改
正
に
そ
ろ
え
ま
し
て
十
四
万
代
い
た
し

た
結
果
、
二
号
該
当
の
軽
減
額
は
均
等
割
h
y
が
千
七
百
十
円
を
二
千
二
百
十

円
に
、
さ
ら

κ平
等
割
h
y
は
二
千
七
百
四
十
円
を
三
千
五
百
八
十
円

K
い
た

し
た
い
と
い
う
改
正
の
案
で
ど
ざ
い
ま
す
c

以
上
、
大
変
簡
単
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
説
明
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
c
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O

議
長
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
暫
時
休
憩
い
た
し
主
す
。

午

後

一

時

五

十

一

分

休

憩

午

後

二

時

二

十

二

分

再

開

O
議
長
生
吉
田
勇
治
郎
君
)
休
憩
前
K
引
き
続
き
会
殺
を
聞
き
主
す
。

議
案
第
四
十
三
号
館
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定

κ
つ
い
て

(
市
民
課
長
横
溝
功
君
登
壇
)

O
市
民
課
長
(
横
溝
功
君
)
議
案
第
四
十
三
号
館
山
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
主
す
P

改
正
の
理
由
で
ど
ざ
い
止
す
け
れ
ど
も
‘
現
在
の
手
数
料
の
鋲
は
昭
和
四

十
三
年
四
月
一
日
施
行
以
来
現
在
主
で
改
定
さ
れ
て
か
h
y
主
せ
ん
。
一
方
戸

続
可
手
数
料
は
間
十
三
年
一
対
一
日
改
定
が
あ
れ
y
、
さ
ら

K
最
近

κか
き
主
し

で
は
四
十
八
年
七
月
一
目
、
な
令
さ
ら
に
五
十
年
五
月
一
日
改
定
さ
れ
て
な

り
ま
す
。
そ
ζ

で
本
市
の
手
数
料
は
八
年
有
余
そ
の
主
主
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で
、
作
製
突
針
か
ら
み
主
し
て
も
か
な
り
低
偏
に
な
っ
た
と
申
せ
主
す
の
で

今
回
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
P

改
定
額
の
う
ち
、
改
定
の
中
心
で
あ
る
基
礎
敏
で
あ
り
e

主
す
け
れ
ど
も
、

五
十
円
を
百
円
に
な
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
主
す
e

第
三
条
第
一
項
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
付
金
一
則
的

K
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
r

い
主
主
で
は
一
号
か
ら
七
号
主
で
で
し
た
が
、
と

れ
を
十
二
号
是
で
と
い
た
し
主
し
た
e

一
号
で
ど
ざ
い
主
す
け
九
ど
も
、
額
一
額
、
単
位
と
も
現
在
の
も
の
と
同
様

で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
金
絵
は
先
ほ
ど
申
し
主
し
た
よ
う

κ今
の
は
一
枚
五
十

円
で
ど
ざ
い
主
す
e

そ
れ
を
百
円

K
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
。

な
か
、
二
号
か
ら
五
号
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
ば
現
在
の
二
号

公
文
替
、
図
面
等
の
閲
覧
、
照
合
を
細
分
化
い
た
し
た
次
第
で
ど

ざ
い
4
1
す
c

第
二
号
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
の
鮒
慕
の
閲
覧
主
た
は

照
合
で
ど
ざ
い
主
す
c

ζ

れ
は
一
世
帯
ま
た
は
一
一
附
察

κ
っ
き
い
主
主
で
一

件
五
十
円
で
ど
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
百
円

κと
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま

の
公
簿
、

ナの
三
号
で
ど
ざ
い
ま
す
e

ζ

れ
は
住
民
票
そ
の
も
の
の
多
量
閲
覧
は
、
住
民

票
が
印
鑑
原
票
等
と
一
絡
に
キ
ャ
ビ
ネ
y
ト

K
入
つ
て
な

b
主
す
の
で
.
と

う
て
い
多
量
の
閲
覧
の
場
合
は
住
民
票
そ
の
も
の
の
閲
覧

κ応
ず
る
ζ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
と
で
便
宜
電
算
機

K
ょ
-D
主
し
て
全
世
帯
の
も
の
を
打
ち

出
し
て
ど
ざ
い
主
す
「
と
れ
は
住
民
一
覧
表
と
称
し
て
ル
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い

註
し
て
、
簿
冊
に
な
っ
て

hub-去
す
。
か
た
か
な
脅
き
で
し
て
、
住
所
、
氏

名
・
生
年
月
日
が
打
た
れ
て
な
・
り
ま
す
c

い
主
主
で
と
れ
は
商
一
允
を
な
さ
っ

て
な
る
方
が
見

κ来
て
な
り
ま
す
e

そ
れ
で
閲
覧
料
は
一
件
五
十
円
で
ど
ざ

い
主
す
。
と
の
住
民
一
覧
表
で
ご
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
一
世
帯
を
単
位

κ

す
る
も
の
と
一
人
を
単
位
に
す
ゐ
も
り
と
二
本
ど
ざ
い
ま
ナ
c

そ
と
で
一
世

帯
を
単
位
と
す
る
簿
冊
を
見

κ参
h
y
主
し
た
場
合

κは
、
主
ず
基
本
盆
と
し

て
百
円
、
そ
れ
か
ら
一
世
帯
を
超
え
る
場
合

K
あ
っ
て
は
一
世
帯
を
摘
す
毎

κ一
一
一
十
円
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
個
人
を
単
位
と
す
る
も
の
に
な
き

主
し
て
は
一
人
に
つ
き
百
円
、
そ
れ
か
ら
一
人
を
超
え
ゐ
場
合
に
あ
h
y
ま
し

て
は
一
人
を
増
す
ど
と

κ三
十
円
と
い
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
去
す
。

四
号
で
ど
ざ
い
主
す
。
公
図
の
閲
覧
dz
た
は
照
合
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
い

主
主
で
一
件
五
十
円
で
ど
ざ
い
主
し
た
e

ム
司
出
院
は
一

m
w
k
っ
き
百
円
と
い
う

と
と

κか
願
い
い
た
し
た
い
と
存
じ
主
す
e

と
の
一
冊
は
大
字
ーど
と

κな
っ

て
な
h
y
ま
す
F

-19ー



次

K
五
号
で
ど
ざ
い
主
し
て

と
れ
ば
旧
二
号
が
と
れ
に
な
ゐ
わ
け
で
ど

ざ
い
空
ず
e

一
件

K
っ
き
五
十
円
を
今
回
百
円

K
か
府
い
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ

い
主
す
e

ム
ハ
号
の
団
鐙
登
録
証
の
安
付
で
ど
ざ
い
主
す
。
と
れ
ば
旧
三
号

i
旧
と

い
う
の
は
い
全
の
三
号
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
一
件
K
っ
き
現
在
七
十
円
で
ど

ざ
い
吏
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
を
百
円

K
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
c

そ
れ
か
ら
七
号
で
ど
ざ
い
主
す
。
と
れ
ば
現
在
の
阿
号

K
な
っ
て
な
り
全

す
。
現
在
の
は
一
枚

K
っ
き
五
十
円
で
ど
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
を
百

円

κと
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
空
す
P

八
号
は
現
在
五
号
に
な
っ
て
な
り
立
す
。
と
れ
ば
一
件

K
っ
き
現
在
は
五

十
円
で
ど
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
今
度
は
一
通

K
っ
き
百
円
と
い
う
と
と
で

か
願
い
い
た
そ
う
と
す
み
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
ら

κ九
号
で
ど
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
住
民
察
K
記
載
し
た
事
項
に
関

す
る
証
明
穫
の
交
付
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
仕
現
在
の
六
号
で
ど
ざ
い
ま

し
て
、
現
在
は
一
件
五
十
円
で
ど
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
今
度
代
一
通
代
っ

き
百
円
と
い
う
と
と

K
L祈
願
い
い
た
し
と
う
存
じ
主
す
F

さ
ら
に
十
号
で
ど
ざ
い
主
ナ
c

と
れ
ば
現
在
の
七
号
で
ど
ざ
い
全
す
け
れ

と
れ
を
細
分
化
し
て
十
、
十
一
、
十
二
と
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ど
も
.

ま
す
e
十
号
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
一
件
い
主
主
で
比
五
十
円
で
ど
ざ
い
吏
し
た
。

税
在
の
一
納
税
義
務
者
の
平
均
筆
数
で
ど
ざ
い
吏
す
け
れ
ど
も
、
六
位
事
持
つ

て
な
り
ま
す
e

な
が
一
納
税
義
務
者
の
家
屋
の
所
有
様
数
社
一
・
問
機
で
ど

ざ
い
ま
し
て
、
と
と
で
土
地
の
ほ
う
は
六
袋
、
家
厚
の
ほ
う
は
二
績
を
ひ
と

区
切
り
に
い
た
し
空
し
て
、
と
れ
を
一
件
と
し
主
し
て
百
円
と
い
う
と
と
で

ど
ざ
い
主
し
て
.
そ
れ
で
一
件
を
超
え
ゐ
場
合

K
あ
っ
て
は
一
一
筆
主
た
は
一

棟
増
す
と
と

K
三
十
円
を
か
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
e

次
K
十
一
号
で
ど
ざ
い
主
す
。
納
税
証
明
書
、
課
税
証
明
書
主
た
は
所
得

証
明
書
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
は
従
前
は
す
べ
て
一
件
五
十
円
で
ど
ざ
い

全
し
た
け
れ
ど
も
、
と
の
た
び
の
な
聴
い
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
年
'

皮
一
税
目
を
も
っ
て
一
件
と
い
た
し

t
し
て
‘
一
件
に
つ
き
百
円
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
主
す
。

次

κ十
二
号
で
ど
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
は
現
在
の
七
号
で
ど
ざ
い

主
し
て
、
一
件
五
十
円
で
ど
ざ
い
全
す
け
れ
ど
も
、
今
回
は
百
円

k

b
願
い

い
た
し
た
く
存
ず
ゐ
わ
け
で
あ
り
生
す
。

次

κ三
条
巾
二
壊
を
削
ゐ
と
、
二
項
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ニ
項
は

「
土
地
及
び
建
物
K
関
す
る
証
明
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
別

K
一
件
と
す
ゐ
。
‘

但
し
、
共
有
の
も
の
に
あ
勺
て
は
‘
当
該
所
有
者
を
も
っ
て
一
所
有
者
と
み
川
町

在
す
c

」
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
は
十
号
の
単
位

ω

一

概

K
「
所
有
者
(
共
有
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
共
有
者
を
も
守
て
一
所

有
者
と
み
な
す
P

)

」
と
い
う
と
と
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
の
こ
項
を
削

ろ
う
と
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
全
し
て
、
三
項
は
二
項
と
な
り
、
問
項
は
三
項

K
繰
-UJ
上
が
る

と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
。

以
上
説
明
を
終
り
主
す
c

よ
ろ
し
〈
L

祈
願
い
い
た
し
ま
す
r

，

談
笑
第
四
十
四
号
館
山
市
漁
港
管
制
措
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

〈
農
水
産
課
長
岩
崎
一
郎
君
登
壇
〉

0
農
水
産
課
長
〈
岩
崎
一
郎
君
)
次

κ議
採
第
四
十
四
号
館
山
市
漁
港
管
制
品

条
例
の
一
部
を
改
正
す
ゐ
条
例
の
制
定

κ
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
e



E
J
c
u
z
'
L
'
t
 

f 

今
巨

huE
い
い
た
じ
ま
す
も
の
は
、
漁
港
法
に
よ
り
市
が
管
込
L
F

セ
し
ま

す
第
一
種
漁
港
に
対
応
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
圭
し
て
、
現
実

K
は
西
岬
地
区

κど
ざ
い
主
す
九
つ
の
漁
港
が
該
当
い
た
し
主
す
。

公
願
い
い
た
し
全
す
も
の
は
.
今
回
の
現
行
条
例
第
十
四
条

κ規
定
い
た

し
ま
す
漁
港
の
施
設
の
占
用
料
の
別
表

κ掲
げ
て
ど
ざ
い
全
す
料
金
の
改
定

を
恥
願
い
い
た
し
た
い
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
。

現
行
条
例
で
ど
ざ
い
ま
す
と
、
二
つ
、
三
っ
と
分
か
れ
て
ど
ざ
い
主
す
け

れ
ど
も
、
こ
れ
を
整
担
統
合
い
た
し
主
し
て
か
ル
よ
そ
三
つ
の
種
類

K
主
と

め
ま
し
て
.
漁
港
の
施
設
用
地
、
地
下
埋
設
物
類
、
電
柱
類
と
‘

ζ

の
三
つ

に
-
製
紙
し
た
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
e

特

κ地
下
埋
設
物
に
つ
き
主
し
て
は

従
来
口
径
の
細
か
い
も
の
を
一
応
区
分
け
い
た
し
て
な
っ
た
ん
で
ど
ざ
い
吏

す
が
、
今
回
は
四
十
セ
ン
チ
未
満
、
同
十
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
未
満
、

一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
よ
う
な
規
模
の
も
の

K
改
め
て
主
い
り
た
い
と
い

う
ふ
う

κ考
え
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
。

内
容
K
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
市
長
の
提
案
忠
由
の
説
明
の
中
に
あ
り

ま
し
た
よ
う

K
、
判
例
行
燥
の
四
月
一
日
か
ら
改
定
に
な
り
ま
し
た
料
金
を
参

考
と
い
た
し
を
し
て
、
下
欄

K
あ
り
-ま
す
よ
う
な
数
字
を
な
願
い
い
た
し
た

い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
c

以
上
よ
ろ
し
〈
御
審
設
の
ほ
ど
ル
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
主
す
。

議
案
第
内
十
五
号
館
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ゐ

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
十
六
号
館
山
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ゐ
条
例
の

制
定

κ
つ
い
て

(
建
設
課
長
飯
回
治
男
君
登
壇
)

O

建
設
訣
.
長
(
飯
田
治
男
君
)
議
案
第
四
十
五
号
館
山
市
道
路
占
用
料
徴
収

H
F
・
-
例
の

一
部
を
改
正
す
る
灸
例
の
制
定

K
つ
い

て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
e

第
二
条
の
占
用
料
の
繊
の
別
表
を
改
正
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
c

ζ

の

四
月
か
ら
県
の
道
路
占
用
料
が
改
正

K
な

b
ま
し
て
、
説
在
笑
施
さ
れ
て
な

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
本
市
も
県
の
条
例
会
参
考

K
い
た
し
ま
し
て
、
今

回
と
の
よ
う

κ改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

最
ト
一
欄
の
種
別

K
っ
き
主
し
で
も
あ
る
程
度
の
整
越
を
い
た
し
主
し
て
.

広
告
物
類
の
中
の
広
告
塔
類
と
い
う
の
は
、
現
行
で
は
広
告
塔
、
放
送
塔
と

ニ
つ

K
分
か
れ
て
か
り
ま
し
え
の
を
一
つ

K
統
合
い
た
そ
う
と
す
ゐ
も
の
で

ど
ざ
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
の
仮
設
建
築
物
等
、

ζ

れ
は
新
た

κ設
け
ら
れ
た
も
の
で
ど

ざ
い
を
す
。

仮
設
材
料
置
場
等

K
っ
き
主
し
て
は
、
説
行
で
は
建
物
同
足
場
及
び
材
料

置
場
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て

b
uま
ナ
が
、
と
れ
も
と
の
よ
う

κ改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
主
A
S
C

そ
れ
か
ら
現
行
で
軌
条
敷
地
と
い
う
よ
う

K
表
説
し
で
あ
り
ま
す
も
の
を

今
度
比
鉄
道
、
軌
道
そ
の
他
と
れ
に
鋲
ナ
る
施
設
と
い
う
ふ
う
に
改
め
ゐ
も

の
で
ど
ざ
い
主
ナ
c

次
の
地
下
埋
設
物
類

K
っ
き
主
し
て
も
・
現
行
で
は
ガ
ス
‘
水
道
、
電
線

等
地
下
埋
設
物
と
い
う
表
現
が
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
地
下
埋
設
物

類
と
改
め
主
し
て
、
さ
ら

K
そ
の
分
類
も
現
行
で
は
口
径
八
セ
ン
チ
未
満
の

も
の
、
口
径
三
十
セ
ン
チ
未
満
の
も
の
、
口
径
三
十
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
と

い
う
分
類
の
仕
方
が
し
て
ど
ざ
い
生
す
が
・

ζ

れ
を
外
径
四
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
未
満
、
外
径
四
十
セ
ン
チ
メ

l
ト
N
以
上
一
メ
ー
ト
ル
未
満
、
外
径
一

メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
分
類
の
仕
方
に
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
ず
れ

次

K
、
現
行
で
は
、
橋
梁
添
加
物
と
い
う
も
の
が
決
め
ら
れ
て
な
り
ま
す
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が
.
現
行
で
も
ほ
と
ん
ど
と
の
添
加
物

K
つ
い
て
は
い
主
主
で
数
年
の
間
ど

ざ
い
を
せ
ん
の
で
‘
そ
れ
と
攻
ゐ
だ
け
橋
努
の
添
加
は
避
け
て
も
ら
う
と

う
意
味
合
い
か
九
、
と
の
橋
梁
添
加
物
を
削
除
い
た
し
主
し
た
r

そ
れ
で
将

来
ど
う
し
て
も
と
い
う
場
合

K
性
、
そ
の
仰
の
椅
で
処
理
し
て
吏
い
り
た
い

と
思
い
生
す
F

そ
の
他
の
柄
。
で
ど
ざ
い
主
す
が
、

い
吏
主
で
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
吏

し
て
幾
ら
と
い
う
ふ
う
な
決
め
方
が
し
て
ど
ざ
い
を
し
た
が
、
そ
の
品
川
の
間

代
つ
-
き
ま
し
で
は
、
い
主
主
で
の
穏
別

K
該
当
し
な
い
も
の
を
そ
の
約
一で
処

刑
出
し
て
い
か
念
け
れ
ば
4
日
w
h
y
-
吐
せ
ん
の
で
、
単
位
を
平
米
と
い
う
ふ
う
に
限

定
す
る
わ
け
で
い
き
主
せ
ん
の
で
、
今
回
市
長
が
刑

K
認
定
す
る
駈
と
い
う

ふ
う

K
改
め
ま
し
て
、
そ
の
つ
ど
県
の
指
滋
を
受
け
た
り
い
た
し
主
し
て
、

市
長
が
別
に
定
め
ゐ
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
で
進
主
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
主
す
P

道
路
占
用
料

K
っ
き
主
し
て
は
、
以
上
で
ど
ざ
い
主
す
e

続
き
宣
し
て
、
議
案
第
問
十
六
号
館
山
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
を
す
F

条
例
の
第
十
条
使
用
料
主
た
は
占
用
料
の
徴
収
の
別
表
第
二
を
今
回
改
正

し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
P

ζ

の
改
正
に
つ
き
主
し
で
も
問
月
か

ら
実
施
さ
れ
て
な
り
主
す
県
の
都
市
公
園
条
例
を
参
考
に
い
た
し
主
し
て
、

ま
た
県
の
指
導
も
受
け
主
し
て
、
一
応
検
討
し
て
と
の
よ
う
に
な
願
い
す
る

わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
r

区
分
の
欄
で
多
少
の
変
わ
り
が
ど
ざ
い
全
す
の
で
、
御
説
明
申
し
上
げ
全

す
c業

と
し
て
の
挟
函
縁
影
の
次
の
欄

K
興
行
と
い
う
欄
が
ど
ざ
い
主
し
た
が

都
市
公
関
条
例
が
制
定
さ
れ
主
し
て
か
ら
現
在
に
至
り
圭
し
で
も
奥
行
と
い

う
申
し
込
み
も
ど
ざ
い
を
せ
ん
し
、
全
た
現
在
館
山
市
・で
管
迎
い
た
し
て
hu

り
主
す
都
ぃ
川
公
開
で
奥
行
ず
み
と
い
う
と
と
は
な
か
な
か
不
可
能

K
近
い
と

尽
い
主
す
の
で
、
も
し
そ
う
い
う
よ
う
な
申
し
入
れ
が
あ
れ
ば
、

で
き
ゐ
だ

け
ほ
か
の
場
所
で
や
っ
て
も
ら
う
よ
う

K
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
一
応
興
行
の
欄
を
削
除
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
c

次
の
ぺ

1
ジ
の
都
市
公
悶
占
用
料
の
中
で
、

い
主
主
で
ど
ざ
い
圭
せ
ん
で

し
た
が
、
電
柱
類
を
新
た
に
設
け
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
。
電
柱
類
に
つ
き

主
し
で
も
で
き
る
だ
け
都
市
公
閣
の
中

K
電
柱
を
建
て
る

と
と
は
避
け
て
も

ら
う
よ
う

κ
い
主
主
で
指
導
し
て
き
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
た
ま
た
主

人
々
回
予
算
説
明
の
と
き

κも
説
明
い
た
し
主
し
た
が
、
船
形
の
児
童
公
園
、

と
れ
ば
県
の
漁
港
区
域
内
の
用
地
を
無
償
貸
付
を
受
け
主
し
て
児
童
公
闘
を

設
置
す
ゐ
と
と
に
な
り
主
し
た
c

そ
ζ

へ
一
本
電
柱
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
植
え
込
み
の
中

K
入
れ
て
、
占
用
物
件
と
し
て
使
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
‘
電
柱
頭
を
新
た
に
設
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
P

そ
れ
か
ら
次
の
電
鵡
の
次
に
現
行
で
は
鉄
塔
と
い
う
ふ
う

K
う
た
わ
れ
て

b
・り
を
し
た
が
、
そ
れ
を
変
圧
塔
類
と
い
う
ふ
う
に
変
更
い
た
し
宜
し
た
。

あ
と
単
位
、
金
額

K
っ
き
吐
し
て
は
、
県
条
例
等
を
参
考

K
い
た
し
ま
し

て
、
と
の
よ
う

κ改
正
し
よ
う
と
す
み
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
c

以
上
簡
単
・で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
説
明
を
終
・
り
J

主
す
e

よ
ろ
し
〈
な
願
い
い

た
し
主
す
。

議
案
第
四
十
七
号

館
山
市
プ

l
ル
の
設
置
及
び
協
同
雄
に
闘
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
ゐ
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

(
体
育
課
長
川
上
賢
溺
沼
登
壇
)

O
体
育
課
長

(川
上
賢
爾
君
)
議
案
第
四
十
七
号
館
山
山
プ
ー

ル
の
設
援
及
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都
市
F
2
陸
タ
府
V

，
刀
古
河
J
c
t
.
3
1
・
J
A
4
E，I
‘
l
i--J

び
管
咽
叫
で
い
す
る
み
ム
例
。

一
部
を
改
正
す
る
灸
河
の
制
定
に
つ
い
て
か
辱
い

す
る
次
第
で
ど
ざ
い
主
す
ε

別
衰
の
.
ア
ー
ル
使
用
料
め
μ
ヘ
り
主
し
て
、
こ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
主
す
。

館
山
市
営
二
十
五
メ
ー
ト
ル
室
内
混
水
プ
ー
ル
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
先
刻

市
長
か
ら
説
明
が
ど
ざ
い
主
し
た
よ
う
に
建
設
が
昭
和
四
十
五
年
で
ど
ざ
い

ま
す
e

こ
れ
以
来
揚
え
置
き
の
状
態
で
ど
ざ
い
主
し
た
が
、
四
十
七
年
の
決

算
全
一
・
と
し
た
場
合

K
五
十
年
の
決
算
を
み
当
す
と
上
昇
率
が
二
・
二
二
倍

特
に
燃
料
貸
等

K
つ
い
て
は
士
了
一
六
倍
と
い
う
ふ
う

κ年
々
餅
加
の
傾
向

が
ど
ざ
い
ま
す
r

ζ

の
よ
う
な
諸
物
価
の
高
勝

K
よ
り
必
示
し
を
い
た
し
た

ほ
ぽ
倍
舗
の
値
上
げ
を
か
願
い
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
。

4
y山

L
F

、
従
来
の
料
金

κつ
き
ま
し
て
は
、
夏
季
料
金
と
冬
季
料
金
と
い
う

形
で
分
け
て
ど
ざ
い
主
し
た
が
、
今
回
は
温
水
.
ア
ー
ル
オ

l
ル
シ

l
ズ

y
の

も
の
で
ど
ざ
い
主
し
て
・
そ
う
い
う
意
味
で
夏
季
、
冬
季
返
し
て
椛
わ
ず
な

示
し
し
た
よ
う
な
ほ
ぽ
二
倍
の
組
で
必
願
い
し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い

主
す
e

専
用
使
用
料

K
っ
き
主
し
で
は
、
そ
と

κhv示
し
し
在
し
た
よ
う
に
三
万

円
.
一
万
五
千
円
と
い
う
よ
う

κ
い
た
し
註
し
た
F

そ
れ
か
ら
合
宿
所
で
ど
ざ
い
生
す
が
、
と
れ
は
従
来
は
プ

1
ル
の
使
用
料

を
含
め
な
い
組
で
た
示
し
し
て
ど
ざ
い
ま
し
た
が
‘
今
回
付
プ

1
ル
の
使
用

料
を
含
め
た
形
で
一
人
千
三
百
円
、
小
学
校
の
児
童
以
下
が
一
人
七
百
円
と

い
う
よ
う
に

b
願
い
を
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
主
す
。

な
が
、
合
宿

K
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
都
内
の
大
学
の
水
泳
部
、

都
内
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
利
用
が
主
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
市
内
の
小
中

学
生

κ対
す
ゐ
影
響
は
ほ
と
ん
ど
と
ざ
い
立
せ
ん
F

な
な
、
係
考
で
、
個
人
使
用
で
回
数
券

κよ
ゐ
易
合
打
、
従
来
十
一
四
分

を
も
っ
て
十
四
分
の
使
用
料
と
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
十
二
回

分
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
十
回
分
の
使
用
料
と
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
も
市
民
の
水
泳
教
室
を
通
じ
ま
し
て
大
変
万
泳
会
へ
の
加
入
者
も
多
〈
て
、

一
般
市
民
の
方
々
の
副
利
用
も
多
い
と
い

D
と
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
し

て
多
〈
い
た
し
た
よ
う
な
・
以
第
で
ど
ざ
い
ま
す
e

な
か
、
減
免
措
置
の
規
定
を
つ
く
っ
て
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
小
中
学
生
が

学
校
教
育
活
動
、
あ
ゐ
い
は
ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動

κ使
わ
れ
ゐ
場
合
に
は

波
観
、
免
除
の
処
置
を
と
っ
て
ど
ざ
い
ま
す
c

そ
れ
以
外

κ
一
般
山
民
の
方

方

K
対
し
主
し
で
は
水
同
時
日
付
無
料
開
放
、
さ
ら
に
市
民
を
対
象
に
し
た
水

泳
教
安

κ
っ
き
主
し
で
は
年
間
間
固
な
い
し
五
回
、
二
十
日
間
か
ら
二
十
五

日
間
、
と
れ
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
い
う
と
と
で
笑
胞
を
し
て
ど
ざ
い
主
す
の

よ
ろ
し
〈
ι
祈
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
c

議
案
第
問
十
八
号
館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
'
改
正
す
ゐ
条
例

の
制
定

K
つ
い
て

(市
民
セ
ン
タ
ー
館
長
角
田
出
版
登
壊
)

。
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長
(
角
田
厳
君
〉
議
案
第
四
十
八
号
館
山
市
民
セ
ン

タ
l
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ろ
条
例
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
主
す
c

今
岡
改
正
い
セ
し
ま
す
の
は
、
先
ほ
ど
市
・
長
か
ら
提
条
説
明
の
中

κど
ざ

い
吐
し
た
と
台
h
y
、
館
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ

-U
寄
贈
が
あ

-P
主
し
た
ピ

ア
ノ
と
ェ

ν
ク
ト

l
y
の
使
用
料
を
新
た
に
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、

従
来
ど
ざ
い
主
し
た
ピ
ア
ノ
の
名
称
を
変
更
し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
ど
ざ
い

主
す
。本
文
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
第
七
条
の
使
用
料
規
定
中
の
別
表
聞
の
付
帯
設

備
の
使
用
料
中
の
楽
器
の
部
分

K
ピ
ア

ノ
一
台
と
あ

b
ま
す
の
を
、
グ
ラ
ン
ド
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セ
ミ
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
と
名
称
を
改
め
主
し
て
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
ど
ざ
い
主
す
e

使
用
料

K
っ
き
吏
し
て
は
い
主
全
で
ど
か
り
千
五
百
円
で

ど
ざ
い
ま
す
。

次
伊
仏
、
新
た

κ寄
贈
を
受
け
主
し
た
グ
ラ
ン
ド
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ

一
台
を
五
千
円
J

主
た
エ
レ
ク
ト

l
ン
一
台
を
二
千
円
と
し
て
設
定
し
追
加

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
主
す
e

ど
う
か
よ
ろ
し
〈
-
診
断
聞
い
い
た
し
ま
す
。

館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
制
出
に
闘

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ゐ
条
例
の
制
定
に
つ
い

以
上
で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、

議
案
第
附
十
九
号

て館
山
市
青
年
館
の
設
脅
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
ゐ
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

(
福
祉
事
務
所
長
山
口
一
君
登
甥
)

0
福
祉
事
務
所
長
(
山
口
一
君
〉
議
案
第
四
十
九
号
館
山
市
老
人
橋
社
セ

ン
タ

1
の
設
置
及
び
管
理

κ闘
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

κ
つ
い
て
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
今
回
改
正
を
か
郎
い
い
た
し
主
す
の
い
代
、
使

用
料
の
改
定
と
新
た
に
使
用
料
の
減
免
規
定
を
設
け
ゐ
と
い
う
こ
点
で
ど
ざ

議
集
第
五
十

号

い
主
す
。

主
ず
第
一
点
の
使
用
料
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
第
八
条
第
二
項
中
五
十
円
を

百
円

K
と
ど
ざ
い
立
す
が
、
と
れ
ば
老
人
以
外
の
市
内
の
方
が
本
セ
ン
タ
ー

を
使
用
い
た
し
主
し
た
と
き

κ使
用
料
五
十
円
と
定
め
ら
れ
て
な
り
・
更
す
が

と
れ
を
百
円

K
す
る
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
次
の
百
円
を
二
百
円

に
と
ど
ざ
い
主
す
の
は
、
市
外
の
方
が
利
用
な
さ
い
主
し
た
と
き
使
用
料
を

百
円
と
い
う
も
の
を
二
百
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
立
す
P

な
れ
布
、
と
の
改
定

K
よ
h
y
ま
し
で
も
、
市
内
の
老
人
の
方
は
あ
〈
立
で
も

、

無
料
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
主
す
。

な
な
、
第
九
条
関
係
の
使
用
料
の
減
免
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
従
来
本
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
の
減
免
規
定
が
ど
ざ
い
主
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
使
用
料

改
定

κ伴
い
主
し
て
滅
免
規
定
を
新
た
に
設
け
さ
し
て
い
た
だ
と
う
と
す
&

も
の
で
ど
ざ
い
空
し
て
、
福
祉
闘
係
団
体
等
の
使
用
の
場
合

K
は
減
免
を
適

用
し
た
い
と
い
う
含
み
も
あ
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
今
後
適
切
な
運
用

を
ば
か
り
た
い
も
の
で
ど
ざ
い
吏
す
c

続
き
吏
し
て
議
案
第
五
十
号
の
青
年
館
の
設
置
及
び
管
型

K
出
す
ゐ
条
例

の
一
部
改
正
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
五
十
年
度
K
船
形
地
区
の
仲
宿
青
年
館
が

完
成
い
た
し
全
し
た
の
で
、
と
れ
を
本
条
例
K
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど

ざ
い
全
し
て
、
と
れ
代
よ
り
ま
し
て
本
市
の
青
年
館
は
三
十
六
館

κ相
な
る

わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
。

な
ぞ
仲
宿
青
年
飴
に
つ
き
止
し
て
は
、
工
技
三
百
九
十
八
万
円
、
木
造

平
家
建
て
か
わ
ら
ぶ
き
の
七
十
五
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
の
も
の
で
ど

ざ
い
受
す
r

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
e

議
案
第
五
十
一
号
館
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

κ
つ
い
て

(
水
道
課
長
大
嶋
重
義
君
登
壇
)

O
水
道
課
長
(
大
嶋
重
義
君
)
議
案
第
五
十
一
号
館
山
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
主
す
e

本
案
は
水
道
の
手
数
料
中

κ新
た
に
水
質
試
験
手
数
料

K
闘
す
ゐ
条
項
を

設
け
る
た
め
の
一
部
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
e

水
道
課
所
管
の
水
質
試
験
は
、
昭
和
間
十
五
年
開
設
以
来
市
の
出
関
係
の
も

の
を
主
体
と
い
た
し
主
し
て
、
そ
の
ほ
か
に
市
以
外
か
ら
の
申
し
込
み
の
も
の

も
行
な
っ
て
な
り
主
す
が
、
と
れ
ら
の
も
の

K
対
し
ま
し
て
は
手
数
料
と
し
て
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は
徴
収
し
て
か

b
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
昨
年
十
月
か
ら
薬
品
代
等
の
経
摂
の

一
部
を
笑
批
対
と
い
う
形
で
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
と
と
る
が
、
燥
が
本

年
四
月
大
幅
念
値
上
げ
を
行
い
主
し
た
と
と
か
ら
、
最
近
他
市
町
村
か
ら
の

申
し
込
み
が
ふ
え
る
傾
向

κあ
り
主
し
て
.
と
の
ま
ま
推
移
い
た
し
立
す
と

迩
営
上
い
ろ
い
ろ
支
障
が
生
じ
て
全
い
り
吏
す
の
で
、
事
業
の
適
正
、
合
理

化
を
図
ゐ
目
的
で
今
回
手
数
料
を
新
設
し
工
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
主
す
の

内
容

κ
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
主
す
c

給
水
条
例
第
三
十
三
条
第
一
項
の
改
正
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
ば
手
数

料
の
納
付
義
務
者
と
し
て
新
た
に
水
質
試
験
を
受
け
る
者
の
事
項
を
加
え
る

た
め
の
条
文
で
ど
ざ
い
主
す
e

次

K
第
八
号
の
+
川
二
質
試
験
手
数
料
で
ど
ざ
い
主
す
が
‘
手
数
料
と
し
て
新

た
K
設
け
ゐ
も
の
は
こ
と

κ掲
げ
て
ど
ざ
い
主
す
。
六
件
で
ど
ざ
い
主
す
r

水
道
法
に
工
ゐ
水
質
試
験
は
三
種
類
ど
ざ
い
ま
す
が
・
そ
の
う
ち
最
初
に
掲

げ
て
あ
り
主
す
給
水
開
始
前
の
試
験
と
申
し
全
す
の
は
・
一
般

κ付
金
項
目

試
験
と
い
っ
て
な
り
ま
し
て
二
十
六
項
目
に
つ
い
て
試
験
す
る
も
の
で
ど
ざ

い
吏
す
P

ζ

れ
は
最
も
精
密
で
、
か
つ
手
数
が
か
か
る
も
の
で
ど
ざ
い
全
十
・

ζ

れ
は
一
件
に
つ
い
て
二
万
五
千
円

K
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ

の
で
、

い
主
す
P

次

κ定
期
試
験
で
と
ざ
い
主
す
が
、
一
般

κζ
れ
は
省
略
試
験
と
い
っ
て

か
h
y
ま
す
。
十
一
項
目

K
つ
い
て
試
験
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
吏
し
て
、
と
れ

ば
各
水
源
ど
と
k
h
v
h
v
む
ね
月
一
回
は
行
う
と
と

κな
っ
て
な
り
主
し
て
、

件
数
も
最
も
多
い
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
c

と
れ

K
っ
き
主
し
て
は
一
件
に
つ

き
主
し
て
間
千
円
に
し
よ
う
と
す
ぶ
も
の
で
ど
ざ
い
主
ナ
代

三
つ
自
の
臨
時
試
験
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
供
給
さ
れ
る
大
が
や
川
質

基
準

κ適
合
し
な
い
な
ぞ
れ
が
あ
る
と
き
K
臨
時

κ行
う
も
の
で
す
が
、

の
試
験
方
法
性
定
期
試
験
に
準
じ
て
行
い
ま
す
の
で
、
手
数
料
は
同
線
の
凶

千
円
に
し
よ
う
と
す
右
も
の
で
ど
ざ
い
主
ナ
e

次

κ水
道
闘
係
以
外
の
試
験
と
い
た
し
ま
し
て
、
定
性
分
析
試
験
以
下
凶

つ
の
も
の
が
ζ

と
K
掲
げ
て
ど
ざ
い
主
す
。

定
性
分
析
試
験
、

ζ

れ
は
一
項
目
に
つ
き
ま
し
て
二
百
円
で
ど
ざ
い
ま
す

が
、
定
性
分
析
試
験
と
ゆ
し
ま
す
の
は
.
検
体

κ・
恥
け
ゐ
物
質
の
有
無
及
び

そ
の
推
定
債
を
求
め
る
試
験
で
ど
ざ
い
主
す
e

そ
れ
か
ら
定
量
分
析
試
験
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
は
一
項
目

κ
つ
き
ま

し
て
八
百
円
で
ご
ざ
い
主
す
が
、
と
れ
は
検
体

κ
か
け
る
物
質
の
含
有
測
定

伎
を
求
め
る
試
験
で
ど
ざ
い
主
す
。

次
の
水
巾
細
菌
徴
生
物
試
験
は
.
ζ

れ
は
一
件
K
つ
い
だ
千
円
.
ま
た
大

腸
菌
群
の
定
量
試
験
は
一
件

κ
っ
き
主
し
て
千
九
百
円
に
し
よ
う
と
す
ゐ
も

の
で
ど
ざ
い
主
す
F

以
上
の
手
数
料
の
内
容
で
ど
ざ
い
主
す
が
‘
と
の
手
数
料
を
算
出
い
た
し

全
し
た
基
礎

κっ
き
主
し
て
申
し
上
げ
吏
す
と
、

ζ
れ
は
昭
和
五
十
年
度

κ

水
質
試
験

K
袈
し
主
し
た
総
純
資

κ対
し
ま
し
て
の
原
価
計
算
の
方
法

κよ

り
・
屯
し
て
算
出
い
た
し
主
し
た
結
果
、
と
の
欄

κ掲
げ
る
か
単
組

κほ
ぽ
近
い

も
の
で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
と
の
よ
う

κ算
出
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
P

以
上
で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
よ
ろ
し
〈
令
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
以
上
で
各
案
件
の
説
明
は
終
h
y
ま
し
た
c

=2~ 

休

会

と

O

議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)

L

V

諮
b
い
た
し
ま
す
r

議
案
調
査
の
た
め
明
六
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
告
で
の
二
日
制
休
会
し
た

い
と
思
い
主
す
c

と
れ
に
御
異
議
ど
ざ
い
A
Z

せ
ん
か
r



〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
主
す
P

工
っ
て
明
六
月
十

一
一
日
か
ら
十
三
回
全
で
の
二
日
間
休
会
す
る
と
と

κ決
定
い
た
し
主
し
た
「

延

午
後
二
時
五
十
七
介
延
会

全

O
議
長
(
吉
岡
勇
治
郎
君
)
本
日
の
会
移
民
と
れ

K
て
延
会
い
た
し
た
い
と

思
い
吏
す
c

と
れ
に
御
異
議
あ
り
主
せ
ん
か
c

(
「
呉
設
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

0
議
長
(
古
口
問
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
主
す
P

よ
っ
て
本
日
は
と

れ

κ
て
延
会
す
ゐ
と
と

K
決
し
全
し
た
e

次
会
は
六
月
十
四
日
午
前
十
時
開
会
と
い
た
し
吏
す
e

そ
の
目
前
市
中
は
通
告

げ
比
よ
る
行
政
一
般
質
問
と
い
た
し
ま
す
c

O
本
自
の
会
議
に
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
議
案
第
三
十
八
号

一
、
報
告
第
一
号
乃
至
報
告
第
三
号
、
議
案
第
三
十
九
号
'乃
至
議
案
第
五
十
一

号
一
、
休
会
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